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を

【
要
約
】
　
＝
二
世
紀
か
ら
一
四
世
紀
に
か
け
て
の
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
は
、
し
ぼ
し
ば
政
局
が
混
乱
す
る
非
常
に
政
情
不
安
定
な
単
位
で
あ
っ
た
が
、
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
だ
け
は
貴
族
の
門
閥
闘
争
か
ら
免
れ
政
局
が
安
定
し
て
い
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
そ
の
理
由
を
、
イ
タ
リ
ア
上
層
市
民

一
般
に
重
要
な
「
家
」
や
親
族
関
係
の
視
点
か
ら
説
明
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
ま
ず
は
、
貴
族
の
居
住
分
布
の
検
討
か
ら
、
従
来
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
貴
族

の
「
家
」
の
捉
え
方
に
疑
問
を
提
示
し
、
筆
者
な
り
の
分
析
視
角
を
設
定
し
た
。
つ
い
で
、
反
乱
の
分
析
か
ら
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
貴
族
の
「
家
」
（
断
ク
ラ

ン
）
内
部
の
結
束
力
と
門
閥
闘
争
の
欠
如
の
関
係
を
探
り
、
法
令
の
検
討
か
ら
、
実
際
の
政
治
活
動
で
有
効
な
親
族
集
団
の
種
類
及
び
範
囲
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
、
ま
た
、
そ
れ
と
貴
族
の
結
束
は
如
何
に
結
び
つ
く
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
ク
ラ
ソ
の
結
合
力
の
弱
さ
と
、
実
際
の
政

治
活
動
で
重
要
な
単
位
は
親
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
小
集
団
で
あ
る
こ
と
が
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
貴
族
を
門
閥
闘
争
に
到
ら
し
め
な
か
っ
た
重
要
な
要
素

で
あ
る
と
い
う
結
論
が
得
ら
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
七
五
巻
二
級
　
一
九
九
二
年
三
月

　
　
　
　
　
　
※

は
　
じ
　
め
　
に

＝
二
世
紀
か
ら
一
四
世
紀
に
か
け
て
の
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
は
、
し
ば
し
ぼ
政
局
が
混
乱
す
る
非
常
に
政
情
不
安
定
な
単
位
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
原
因
の
ひ
と
つ
に
都
市
上
層
市
民
の
門
閥
闘
争
が
あ
る
。
こ
の
時
代
、
伝
統
的
都
市
貴
族
・
一
般
市
民
を
問
わ
ず
い
く
つ
か
の
有
力
な
家
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

共
通
の
祖
先
を
持
つ
親
族
の
共
同
体
、
親
子
兄
弟
の
よ
う
な
家
族
を
中
心
と
す
る
ー
ー
が
台
頭
し
都
市
政
治
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
商

人
的
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
と
騎
士
的
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
を
あ
わ
せ
も
っ
こ
れ
ら
上
層
市
民
は
、
主
に
彼
ら
の
属
す
家
の
一
員
と
し
て
互
い
に
利
益
を
追

求
し
た
。
例
え
ば
ミ
ラ
ノ
、
フ
ェ
ラ
ー
ラ
、
マ
ン
ト
ヴ
ァ
な
ど
の
都
市
で
は
、
ニ
ニ
世
紀
既
に
ひ
と
つ
の
有
力
な
家
が
圧
倒
的
な
勢
力
を
獲
得
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②

し
て
、
貸
主
制
を
出
現
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
で
は
一
四
世
紀
前
半
、
ド
リ
ア
、
ス
ピ
ノ
ラ
、
フ
ィ
エ
ス
キ
、
グ
リ
マ
ル
デ
ィ
の
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

家
が
、
政
権
を
め
ぐ
っ
て
四
つ
巴
の
争
い
を
繰
り
広
げ
て
い
た
。
こ
の
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
を
主
た
る
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
エ
…
ル
ス
は
、
一
九
七
四

年
『
中
世
の
フ
一
・
、
ミ
リ
ー
・
ク
ラ
ソ
』
と
題
す
る
彼
の
著
作
で
、
「
家
族
の
結
合
力
は
北
部
及
び
中
部
イ
タ
リ
ア
で
と
り
わ
け
強
い
の
が
わ
か
る
。

私
は
、
《
商
業
》
都
市
の
経
済
的
興
隆
と
独
特
な
政
治
機
構
の
強
調
に
よ
っ
て
イ
タ
リ
ア
の
真
の
社
会
構
造
の
分
析
が
蔑
ろ
に
さ
れ
て
き
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

思
う
」
と
述
べ
、
イ
タ
リ
ア
社
会
に
お
け
る
家
族
・
親
族
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
実
際
、
政
権
を
め
ぐ
る
有
力
な
家
ど
う
し
の
争
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

は
激
し
く
、
多
く
の
人
々
が
追
放
や
家
屋
破
壊
の
憂
き
目
に
あ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
だ
け
は
貴
族
の
門
閥
闘
争
か
ら
免
れ
政
局
が
安
定
し
て
い
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

伝
統
的
見
解
に
従
え
ば
、
彼
ら
の
経
済
的
・
身
分
的
同
質
性
と
、
商
業
活
動
や
大
評
議
会
鼠
騨
σ
q
σ
q
δ
巴
O
o
降
臨
σ
q
囲
δ
（
以
下
M
c
と
略
記
）
を
通
じ

て
中
小
貴
族
に
も
政
治
経
済
的
キ
ャ
リ
ア
が
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
貴
族
の
結
束
を
支
え
る
重
要
な
要
因
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
彼
ら
は
海
外
貿
易
に
経
済
基
盤
を
置
く
商
人
で
、
し
か
も
最
も
利
潤
の
高
い
香
料
貿
易
が
コ
ム
ー
ネ
の
統
制
下
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

あ
る
こ
と
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
彼
ら
の
経
済
的
運
命
は
コ
ム
ー
ネ
の
そ
れ
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
。
ま
た
、
一
三
世
紀
末
に
始
ま
る
一

連
の
法
律
で
貴
族
身
分
の
世
襲
性
が
確
立
し
、
彼
ら
は
全
貴
族
の
集
会
で
あ
・
る
M
C
を
通
じ
て
政
治
権
力
を
独
占
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

⑦る
。
勿
論
、
今
日
で
は
貴
族
内
に
も
筆
工
な
此
二
細
な
対
立
は
あ
り
、
貴
族
の
一
致
団
結
な
ど
は
幻
想
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

そ
れ
に
対
応
し
て
、
法
の
公
正
な
適
用
と
取
締
機
構
の
整
備
や
、
個
人
へ
の
特
権
付
与
制
度
の
存
在
な
ど
、
貴
族
の
結
束
の
説
朋
も
よ
り
豊
か

な
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
イ
タ
リ
ア
都
市
上
層
市
民
一
般
に
お
い
て
、
家
と
い
う
社
会
的
結
合
関

係
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
つ
つ
あ
る
現
在
、
こ
の
よ
う
な
経
済
的
、
制
度
的
視
点
だ
け
に
留
ま
っ
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ

う
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
貴
族
と
て
あ
る
家
族
、
あ
る
家
の
一
員
な
の
だ
か
ら
、
研
究
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
そ
の
よ
う
な
社
会
的
結

合
関
係
の
中
に
お
い
て
も
彼
ら
を
把
握
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
彼
ら
が
他
都
市
の
上
層
市
民
と
同
じ
よ
う
に
、
自
分
の
属
す
家

の
勢
力
拡
大
を
求
め
て
他
家
と
争
う
可
能
性
は
十
分
あ
る
。
そ
れ
が
大
規
模
な
争
い
に
な
ら
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
、
各
家
間
の
人
的
結
合
関

2　（146）
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係
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
上
記
の
よ
う
な
同
質
性
が
各
家
間
の
対
立
を
緩
和
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
な
ら
そ
の

よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
貴
族
の
家
は
い
か
な
る
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
か
…
一
か
よ
う
な
視
点
か
ら
ヴ
ニ
ネ
ツ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

貴
族
の
政
治
社
会
に
切
り
こ
む
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
か
つ
て
は
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
貴
族
の
神
話
」
と
称
し
て
、
ヴ
ェ
ネ
ツ

ィ
ァ
貴
族
の
政
治
的
賢
明
さ
と
徳
の
高
さ
を
讃
え
る
言
説
が
氾
濫
し
、
争
い
の
少
な
さ
を
貴
族
個
肉
身
の
資
質
の
問
題
で
片
付
け
て
し
ま
う
向

き
も
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
に
社
会
の
在
り
方
を
個
人
の
資
質
で
説
明
し
て
し
ま
う
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
し
、
ま
た
ヴ
ェ
ネ
ソ
ィ
ア
貴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

族
が
個
人
と
し
て
倫
理
的
に
す
ぐ
れ
て
い
た
な
ど
と
い
う
見
解
は
実
証
的
に
も
批
判
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
よ
り
一
層
、
家
族
や
家
の
視
点
か

ら
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
貴
族
の
結
束
の
要
因
を
探
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
関
心
の
下
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
貴
族
の
親
族
集
団
と
政
治
社
会
の
関
連
を
で
き
る
か
ぎ
り
具
体
的
に
解
明
し
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

う
と
試
み
る
。
史
料
上
の
制
約
も
あ
り
、
も
と
よ
り
完
全
な
像
を
描
く
こ
と
は
望
め
な
い
が
、
少
な
く
と
も
ヴ
エ
ネ
ツ
ィ
ア
の
特
徴
は
押
さ
え

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
※
本
稿
で
は
以
下
の
略
号
を
用
い
る
。
O
Φ
・
，
。
，
r
H
・
回
H
・
類
H
“
口
・
O
¢
ω
ω
一
・
ρ
鶏
輿
図
b
§
竃
養
甑
§
帖
驚
N
§
器
画
ミ
O
§
ω
喧
ご
織
鮎
寄
9
§
賞
。
。
ぐ
9
ρ

　
　
　
穿
げ
露
侮
の
に
。
舘
。
。
o
ヨ
⊆
＄
8
ω
ぴ
罫
器
δ
降
雪
二
3
躍
窪
①
“
p
一
属
Φ
黛
○
国
く
○
巴
H
。
。
ω
鮒
ω
o
比
①
ω
噸
ω
Φ
曳
8
Φ
が
し
d
g
o
α
Q
誹
ρ
お
↓
O
（
匹
霧
p
諺
唱
p
ど
日
ぽ
ユ
。
眞

　
　
　
b
ト
b
N
π
男
8
ぼ
二
〇
戸
b
駄
翻
鰹
籍
ミ
ご
蕊
§
軌
』
器
§
ミ
N
魯
恥
ミ
慧
勘
“
“
§
暴
ら
9
い
聴
§
＆
ミ
ミ
淘
§
§
ミ
恥
㌔
目
Q
ミ
恥
N
㌧
嵐
嵐
O
へ
秘
a
”
勺
騨
日
戸
H
り
①
ρ
『
o
｝
ミ

　
　
　
霞
、
疑
ミ
丸
a
晒
勺
貧
寅
同
Φ
譲
…
N
㊤
σ
q
P
b
贈
＆
ト
謡
「
男
N
9
σ
q
P
騨
8
同
ρ
臼
》
G
§
無
曳
ご
§
軸
b
龍
“
貸
b
馬
§
ミ
§
帖
§
帖
」
§
無
辞
肩
。
⇒
江
唱
窪
一
p

　
　
　
。
。
8
H
冨
畠
く
。
口
①
皇
神
肉
口
話
妨
ミ
N
山
N
（
疑
巳
丸
遣
犠
Y
く
Φ
器
践
p
日
り
①
b
。
噂
戸
毎
仇
ミ
N
自
貞
図
（
疑
N
語
疑
駿
）
層
く
①
⇒
○
恩
や
一
り
①
Q
。
”
軌
0
1
ー
ト
9
要
ミ
ミ
戚
亀

　
　
　
飾
＄
塾
・
O
ミ
馬
蔑
。

①
清
水
廣
一
郎
『
イ
タ
リ
ア
中
世
の
都
市
社
会
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
、

　
一
七
1
｛
八
頁
。

②
　
D
・
ウ
ェ
ー
リ
ー
『
イ
タ
リ
ア
の
都
市
国
家
』
（
森
田
鉄
郎
訳
）
、
平
凡
社
、
｝
九

　
七
一
年
、
二
入
一
一
二
八
六
頁
。
G
・
プ
ロ
カ
ッ
チ
『
イ
タ
リ
ア
人
民
の
歴
史
1
』

　
（
斎
藤
泰
弘
・
豊
下
糎
彦
訳
）
、
朱
来
社
、
　
一
九
八
四
年
、
八
○
頁
。

③
勺
．
や
≧
σ
q
。
箕
♂
§
馬
9
ら
愚
黛
へ
馬
§
ミ
G
ミ
象
ミ
、
ぎ
O
§
。
馬
題
§
“

　
吋
ぎ
軌
、
議
糺
ミ
馬
ミ
魯
ミ
帖
。
蕊
ミ
ミ
偽
富
～
ミ
ミ
、
O
帥
諺
σ
一
、
乙
G
登
P
一
8
。
。
、
℃
℃
．
⊆
。
マ
◎
。
2

　
＞
■
ン
の
ω
ぎ
r
．
、
○
ゆ
5
0
〈
ρ
昌
。
σ
q
凱
ρ
ヨ
凱
a
切
霧
貯
。
＜
一
H
a
い
蕩
。
陰
。
諺
σ
ρ
h
σ
q
o
”3　（147）



　
δ
剛
9
訴
一
p
「
o
匿
く
尻
二
〇
プ
①
、
、
層
的
O
G
◎
b
一
㊤
Q
g
N
℃
や
ω
①
㊤
1
◎
◎
メ

④
　
卵
葭
。
興
ρ
ぎ
§
一
曹
亀
ミ
胡
凡
嵩
、
ぎ
三
身
ミ
鴨
箆
鷺
勲
け
舜
ロ
。
。
．
σ
望
切
騨
舞
冤

　
嘱
0
8
0
箕
、
毒
虫
く
く
霞
ぎ
一
㊤
圃
“
（
卜
鴨
ミ
§
四
凄
ミ
画
勘
ミ
§
h
ン
§
受
偽
詰
署
名
”
勺
ρ
ユ
。
。
、

　
一
り
隠
・
）
層
℃
・
も
。
鈎
，
彼
の
論
う
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ク
ラ
ン
と
は
、
親
族
観
念
に
基
づ
い

　
て
集
ま
っ
た
、
家
族
の
集
合
体
の
こ
と
で
あ
る
。
き
ミ
‘
や
◎
。
、
績
．
な
お
本
書
は

　
イ
タ
リ
ア
だ
け
で
な
く
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
も
射
程
に
入
っ
て
い
る
が
、
特
に

　
イ
タ
リ
ア
都
市
に
お
い
て
親
族
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
新
し
い
研
究
分
野
を
刺
激

　
し
た
こ
と
に
意
義
が
あ
ろ
う
。

⑤
　
O
n
．
筏
二
．
、
い
．
o
紙
一
℃
o
凱
識
ρ
q
や
貯
9
舞
一
一
，
O
㊦
霞
p
＝
の
8
再
ω
価
o
O
嵩
。
ヨ
5
β
o
ω
二
”

　
一
轟
”
H
鎖
O
O
誘
ρ
嵩
α
O
顧
じ
口
①
ρ
O
α
ω
；
南
疑
畿
ミ
伽
ご
帖
、
募
二
目
0
9
N
ミ
㌍
N
智
、
蝕
（
k
N
噛
一

　
被
ミ
㊥
亀
0
．
ミ
器
y
唱
㊤
二
6
0
℃
一
Φ
り
9

⑥
　
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
商
業
、
貿
易
、
商
人
に
つ
い
て
は
数
多
く
の
文
献
が
あ
る
が
、

　
代
表
的
な
も
の
と
し
て
取
り
敢
え
ず
次
の
文
献
だ
け
を
挙
げ
て
お
く
。
図
．
O
o
ω
鈴

　
勺
O
ミ
門
口
ミ
馬
戚
馬
鳥
O
隷
9
》
職
籍
e
象
ミ
甑
職
“
ミ
遣
ミ
一
篇
q
ミ
煙
、
9
菊
O
日
ρ
一
Φ
q
㈹
旧
Ω
．
い
自
苧

　
N
p
ヰ
P
．
、
ぴ
①
ω
9
0
賦
二
な
ω
仏
o
O
コ
O
診
ぢ
β
①
ω
α
二
娼
黒
二
9
彗
’
．
仙
艮
二
Φ
コ
．
．
b
議
苧

　
自
ミ
塁
駄
、
ミ
無
9
蕊
曾
。
篭
9
嵐
鷺
｛
鴨
馬
8
職
ミ
恥
ρ
一
㊤
ら
Q
ご
男
Ω
い
p
昌
P
、
、
誕
寓
－

　
o
げ
帥
コ
け
O
ρ
＝
3
・
ω
、
お
O
O
I
ω
鼻
”
勺
『
才
四
冨
瀞
コ
伍
O
o
旨
旨
5
昌
巴
O
喝
①
話
凱
。
コ
．
、
”

　
憩
魯
ミ
§
起
ω
o
。
㌧
一
り
㊦
Q
。
．
ま
た
W
・
H
・
マ
ク
ニ
ー
ル
『
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
』
（
清
水

　
光
一
郎
訳
）
、
岩
波
現
代
選
書
、
一
九
七
九
年
、
も
参
照
。

⑦
セ
ラ
ー
タ
と
呼
ば
れ
る
こ
の
改
革
で
、
父
か
父
系
の
祖
先
が
鍛
C
の
メ
ン
バ
ー

　
で
あ
る
者
は
二
五
歳
に
な
る
と
自
動
的
に
M
C
へ
の
参
加
．
資
格
を
得
る
よ
う
に
な

　
り
、
従
来
不
明
確
だ
っ
た
メ
ソ
パ
ー
が
法
的
保
証
を
得
て
貴
族
π
M
C
の
メ
ン
バ

　
一
と
い
う
図
式
が
成
立
し
た
。
セ
ラ
ー
タ
に
つ
い
て
は
貴
族
身
分
の
閉
鎖
か
否
か

　
に
つ
い
て
論
議
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
改
革
に
よ
っ
て
支
配
者
層
の
家
が
大
き
く
変

　
わ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
、
本
稿
で
は
取
り
立
て
て
論
ず
る
こ
と
は
し
な
い
。

　
セ
ラ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
永
井
三
明
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
貴
族
階
級
の
確
立
と
そ
の

　
背
景
」
『
史
林
』
、
六
三
－
五
、
一
九
八
○
年
、
六
七
七
－
六
八
六
頁
。
司
・
O
・
い
雪
ρ

　
．
．
目
げ
。
国
託
雰
。
お
0
3
0
コ
紳
O
h
陣
げ
O
O
厩
。
暮
O
o
昌
コ
〇
二
〇
｛
く
①
乱
8
．
、
（
一
Φ
録
）
、
貯
”

　
偽
ミ
ミ
鶏
画
§
同
心
譜
ミ
篤
ミ
・
・
的
8
帖
ミ
ミ
ミ
肉
8
壽
ミ
ミ
ら
窺
凡
象
O
遂
」
円
ミ
G
ミ
～
鶏
鳶
駄

　
、
犠
㌧
ミ
恥
ミ
、
摯
、
恥
匙
ミ
、
ご
9
ト
ミ
郵
い
O
僧
門
O
ρ
く
9
二
〇
鐘
旨
菊
O
℃
ユ
暮
ρ
一
Φ
G
◎
ご
。
つ
．

　
Ω
回
。
甘
助
O
｝
F
．
．
回
瓢
o
D
O
帥
憎
O
げ
。
断
導
O
＜
O
昌
。
藏
帥
鵠
℃
舞
蔦
9
母
O
賄
響
応
h
託
賦
窃
舘
己

　
男
9
0
賦
。
コ
ω
営
為
¢
勺
O
β
詳
薄
口
昏
O
①
コ
け
β
同
情
．
、
b
ぎ
”
い
蜀
出
巴
O
噂
。
ユ
こ
肉
Ψ

　
隷
ミ
恥
魯
壽
題
5
壽
計
鴨
㌧
ピ
O
ロ
畠
O
P
H
Φ
刈
込
寓
・
冨
Φ
8
器
こ
。
㌧
：
U
O
H
α
q
δ
ゆ
O
菊
騨
仲
く
O
昌

　
く
①
ロ
①
象
α
q
ロ
鵠
α
蝕
O
乙
7
0
σ
q
Φ
コ
2
回
馨
o
o
o
o
目
無
9
〈
o
ヨ
｝
斡
ぴ
器
一
隅
㊤
唖
．
、
”
ミ
ミ
、
雨
㍗

　
、
窺
き
碁
ミ
試
＼
帆
高
㌣
句
O
篤
ミ
ー
畠
ミ
糺
｝
ミ
ミ
防
S
ミ
魂
塁
ミ
認
知
、
馬
卜
◎
ど
一
〇
ト
コ
◎
o
勤
O
．
力
口
σ
q
－

　
σ
q
8
「
ρ
．
．
駕
。
島
。
≡
貯
薗
鑑
。
コ
p
コ
α
夢
。
鑑
望
δ
三
〇
ω
3
富
貯
団
母
ぞ
菊
①
臥
巴
。
。
－

　
6
0
帥
嵩
O
O
く
O
鶴
川
〇
〇
”
日
げ
O
ロ
。
㊦
『
「
9
什
9
菊
O
〈
♂
津
①
α
二
”
ミ
貸
N
O
噛
．
一
9
固
り
『
O
。

⑧
ψ
Ω
6
甘
霧
ζ
＼
、
9
響
g
層
℃
旨
芭
“
ヨ
。
箕
る
謬
α
穿
。
日
お
8
暮
。
＜
o
き
凱
雪

　
ω
帥
P
↓
①
、
、
、
凶
膨
”
い
凸
蜜
僻
二
凶
歳
①
o
Q
㌧
O
俄
こ
ミ
O
、
ミ
N
亀
山
旨
概
G
8
。
㊤
蔑
b
N
6
0
ミ
馬
黛
焼
§
、
欝
－

　
識
ミ
㈹
O
蟄
暗
勲
N
N
O
O
一
野
人
O
O
、
し
づ
①
『
に
巴
Φ
ざ
お
刈
卜
⊃
．

⑨
U
易
。
ヨ
雪
9
、
．
ρ
言
α
詮
ぼ
ゆ
暮
σ
q
第
鼠
費
》
畠
噺
島
け
ヨ
。
馨
。
鴇
℃
g
9
二
①
の

　
p
コ
ユ
酔
7
0
国
累
＄
9
ω
o
o
剛
同
昌
鋤
雷
。
瓢
8
ぎ
国
費
ぞ
潟
㊦
コ
鉱
ω
。
。
p
口
。
①
＜
①
巳
o
o
．
、
、

　
三
幅
ミ
｝
ミ
へ
駄
§
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
沁
ミ
u
ミ
駿
§
弓
馬
吻
ミ
ミ
題
H
G
◎
㌧
一
㊤
Q
Q
Q
◎
．

⑩
神
話
に
つ
い
て
は
、
U
・
司
・
ρ
口
巴
①
5
↓
ぎ
壽
§
§
“
N
寒
ミ
職
ミ
ミ
肉
碧
ミ
黛

　
ミ
ミ
魯
窃
』
δ
、
暮
㌧
〇
三
〇
即
σ
q
o
”
一
〇
Q
Q
9
℃
や
Q
◎
I
b
◎
Q
◎
…
国
●
竃
包
び
O
ご
静
沁
帖
腎
§
、
軌
苫

　
葡
§
ミ
題
ミ
§
§
§
3
℃
戦
ぎ
8
8
P
一
㊤
。
。
一
・
唱
や
一
。
。
1
①
一
．
を
参
照
。
ま
た
グ
ラ

　
ブ
も
神
話
と
そ
れ
に
対
す
る
現
代
歴
史
家
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

　
一
．
ω
■
○
「
β
σ
σ
、
．
、
タ
費
O
ロ
冨
《
け
げ
6
・
ピ
O
器
℃
9
く
霞
”
男
O
吊
目
U
O
O
P
α
O
ω
O
｛
く
①
嵩
？

　
鑑
四
p
畷
富
8
鼠
O
σ
q
話
℃
げ
望
、
．
㌧
、
9
ミ
嵩
ミ
魚
§
蹴
ミ
謡
ミ
絵
。
曙
廓
Q
Q
”
一
㊤
Q
Q
①
．

⑪
∪
自
■
ρ
。
巴
・
5
§
恥
欝
蕊
§
噛
肘
ぎ
ミ
鼠
ミ
8
ρ
菊
瓢
σ
q
凪
魯
。
㌧
ミ
。
、
ミ
§

　
帖
農
助
ミ
、
電
沁
ミ
吋
ミ
霧
§
N
き
壽
慧
＆
、
Z
費
く
㎏
巽
ω
O
ざ
点
り
o
o
9

⑫
　
例
え
ば
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
覚
え
書
き
史
料
の
よ
う
な
私
的
史
料
に
は
恵
ま
れ

　
て
い
な
い
し
、
議
事
録
も
詳
し
い
発
言
内
容
ま
で
は
記
載
し
て
い
な
い
。
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ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
貴
族
の
家
と
家
族

都市国家ヴェネッィアにおける貴族の親族集団（高田）

　
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
稿
の
目
的
は
貴
族
の
親
族
集
団
と
政
治
社
会
の
関
連
を
明
ら
か
に
す
る
中
で
、
貴
族
の
結
束
と
い
う
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
の
特
徴
を
説
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
貴
族
の
家
や
家
族
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究
は
ど
の
よ
う
な
知
見
を
与
え

て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
章
で
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
貴
族
の
家
・
家
族
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
押
さ
え
る
と
と
も
に
、
従
来
の
ア
プ
ロ
ー

チ
方
法
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
筆
者
な
り
の
視
角
を
開
く
こ
と
に
し
た
い
。
が
、
以
下
、
論
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
り
、
親
族
に
関
す
る
様
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

な
タ
ー
ム
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
最
初
に
本
稿
で
使
用
す
る
用
語
の
整
理
を
行
な
っ
て
お
く
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
②

　
親
族
集
団
一
親
族
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る
集
団
一
は
基
本
的
に
二
種
類
あ
り
、
ひ
と
つ
は
祖
先
中
心
的
、
つ
ま
り
共
通
の
祖
先
を
持
つ

こ
と
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、
も
う
ひ
と
つ
は
エ
ゴ
中
心
的
、
つ
ま
り
あ
る
個
人
と
の
関
係
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る
。
前
者
は
出
自
集
団
と
呼
ば

れ
、
こ
れ
は
さ
ら
に
系
譜
関
係
の
明
確
な
リ
ニ
ー
ジ
と
不
明
確
な
ク
ラ
ソ
に
分
類
さ
れ
る
。
リ
ニ
ー
ジ
は
ク
ラ
ン
の
下
位
区
分
の
形
を
と
る
こ

と
が
多
い
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
貴
族
の
家
は
一
種
の
出
自
集
団
と
み
な
せ
る
が
、
こ
れ
が
ク
ラ
ソ
／
リ
ニ
ー
ジ
と
呼
び
得
る
も
の
か
ど
う
か
は
後

で
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
さ
て
、
後
者
は
キ
ソ
ド
レ
ヅ
ド
と
呼
ば
れ
、
個
人
と
の
関
係
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
流
動
的
、

非
永
続
的
な
集
団
で
あ
る
（
図
参
照
）
。
た
だ
し
一
般
に
は
範
囲
も
不
明
確
で
あ
る
た
め
キ
ソ
ド
レ
ヅ
ド
と
い
う
集
団
概
念
を
そ
の
ま
ま
分
析
装

置
と
し
て
用
い
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
れ
故
本
稿
で
は
、
『
社
会
学
小
辞
典
』
の
定
義
に
従
い
単
に
親
族
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
ク
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

な
お
、
本
稿
で
家
と
い
う
場
合
は
、
世
帯
で
は
な
く
習
頭
の
定
義
で
も
示
し
た
よ
う
に
家
族
を
中
心
と
す
る
出
自
集
団
を
指
し
、
家
族
と
い
う

場
合
は
、
夫
婦
、
親
子
、
兄
弟
の
よ
う
な
近
親
を
指
す
も
の
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
用
語
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
社
会
の
現
実
に
対
応
す
る
必
要
か

ら
必
ず
し
も
厳
密
に
適
用
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
現
実
を
少
し
で
も
ク
リ
ア
に
説
明
す
る
た
め
に
は
有
効
で
あ
ろ
う
。
で
は
本
論
に
入
る

こ
と
に
し
よ
う
。

　
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
は
約
二
五
〇
の
貴
族
の
家
が
あ
り
、
ま
ず
翻
心
レ
ス
の
研
究
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
政
権
に
定
着
し
始

5 （149）
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B3　i　B4

1世代

2

3

4
　
　
　
　
5
　
　
　
　
ρ
0

出自集団

め
た
時
期
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
彼
女
は
一
〇
世

紀
頃
か
ら
史
料
に
現
れ
る
家
名
を
拾
い
だ
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

＝
二
世
紀
末
即
ち
セ
ラ
ー
タ
の
頃
に
M
C
を
構
成

し
て
い
た
貴
族
を
①
一
二
世
紀
末
既
に
政
治
の

舞
台
に
登
場
し
て
い
る
も
の
、
②
一
二
〇
〇
年
前

後
か
ら
登
場
す
る
も
の
、
③
一
三
世
紀
後
半
に
登

場
す
る
も
の
、
に
分
類
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
①

が
圧
倒
的
に
多
い
が
③
も
M
C
で
じ
り
じ
り
と
議

席
を
増
や
し
て
お
り
、
だ
い
た
い
コ
ニ
世
紀
に
お

い
て
社
会
的
に
有
力
で
あ
っ
た
家
が
後
の
世
襲
貴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

族
身
分
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
彼

女
の
研
究
は
貴
族
と
平
民
の
区
別
を
家
の
面
か
ら

明
ら
か
に
し
ょ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
大

き
さ
や
勢
力
な
ど
各
家
ご
と
の
違
い
ま
で
立
ち
入

っ
て
考
察
す
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
そ
れ
に
対

し
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
政
治
社
会
の
変
化
を
地
中
海
貿
易
の
浮
沈
と
そ
れ
に
対
処
し
よ
う
と
す
る
商
人
の
行
動
に
結
び
つ
け
て
説
明
し
た
ク
ラ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

コ
は
、
貴
族
の
中
に
と
り
わ
け
大
き
な
家
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
が
政
治
経
済
的
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
彼
は
、
各

家
が
商
業
記
録
に
登
場
し
始
め
る
時
期
や
M
C
に
占
め
る
人
数
の
増
減
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
家
、
さ
ら
に
は
あ
る
階
層
の
勢
力
の

盛
衰
を
描
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
彼
の
場
合
は
、
貴
族
を
大
商
人
層
、
中
小
商
人
層
と
い
う
経
済
指
標
に
よ
っ
て
分
類
し
、
基
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本
的
に
両
者
の
間
の
利
害
対
立
を
考
察
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
を
取
っ
て
い
る
た
め
、
人
数
の
多
さ
を
有
力
な
家
の
指
標
に
使
い
、
し
か
も
そ
の

有
力
な
家
の
メ
ン
バ
ー
と
富
裕
な
大
商
人
を
同
一
視
す
る
な
ど
家
の
扱
い
に
つ
い
て
多
く
の
問
題
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら

の
欠
陥
を
あ
る
程
度
克
服
し
、
貴
族
の
家
に
つ
い
て
よ
り
正
確
な
知
識
を
与
え
た
の
が
、
ホ
イ
ナ
ツ
キ
で
あ
る
。
彼
は
、
政
治
経
済
的
に
傑
出

し
た
特
定
の
家
が
あ
る
の
か
、
そ
の
少
数
の
有
力
な
家
が
政
権
を
独
占
し
て
い
た
の
か
、
を
調
べ
る
た
め
、
一
三
世
紀
宋
～
｛
四
世
紀
末
の
家

の
盛
衰
を
、
役
職
リ
ス
ト
と
財
産
評
価
表
を
使
っ
て
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
一
四
世
紀
中
に
断
絶
し
た
家
や
新
し
く
加
わ
っ
た
家
、

一
四
世
紀
半
ば
だ
け
登
場
す
る
家
が
あ
る
一
方
で
、
大
多
数
の
家
は
一
四
世
紀
を
通
じ
て
存
在
し
、
し
か
も
そ
の
内
一
四
家
（
コ
ソ
タ
リ
ー
二
、

コ
ル
ネ
ル
、
ダ
・
モ
リ
ソ
、
ダ
ソ
ド
ロ
、
ド
ル
フ
ィ
ン
、
フ
ァ
リ
エ
ル
、
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ソ
、
グ
ラ
デ
ニ
ー
ゴ
、
ロ
レ
ダ
ソ
、
ミ
キ
エ
ル
、
モ
ロ
シ
ー
二
、
ク

ィ
リ
ー
二
、
ソ
ラ
ソ
ッ
ォ
、
ヴ
ェ
ニ
ェ
ル
）
は
常
に
政
治
経
済
的
に
傑
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
彼
は
同
一
家
内
の
個
人
の
財
産
の
差
や
、

小
さ
な
家
で
も
重
要
な
役
職
に
つ
い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
彼
ら
が
人
数
的
に
傑
出
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
政
治
経
済
を
独
占
し
た
わ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

で
は
な
い
と
、
結
論
づ
け
て
い
る
。
こ
う
し
て
従
来
の
研
究
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
貴
族
の
家
の
外
面
的
な
容
貌
一
す
な
わ
ち
、
一
下
世
紀
か
ら

の
家
の
連
続
、
少
数
の
傑
出
し
た
家
の
存
在
、
同
一
家
内
の
個
人
の
財
産
格
差
、
各
家
に
よ
る
役
職
の
配
分
一
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
外
面
的
特
微
は
何
も
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
限
ら
れ
た
現
象
で
は
な
い
。
多
く
の
家
の
連
続
と
そ
れ
ら
に
よ
る
役
職
配
分
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

同
一
家
内
に
お
け
る
個
人
の
財
産
格
差
は
、
政
権
争
い
の
激
し
い
ジ
ェ
ノ
ヴ
岬
・
貴
族
の
家
に
も
共
通
し
て
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
フ
ィ
レ
ン
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

エ
で
も
少
数
の
家
に
富
が
偏
る
一
方
で
、
そ
の
家
内
部
に
貧
富
の
差
が
存
在
し
た
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
家
を
外
面
的
に
と
ら
え
る
だ
け
で

は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
貴
族
の
親
族
集
団
の
特
徴
か
ら
貴
族
の
結
束
の
要
因
を
探
る
と
い
う
、
本
稿
の
目
的
に
は
不
十
分
と
い
え
よ
う
。
ホ
イ
ナ

ツ
キ
の
研
究
は
貴
族
の
家
に
つ
い
て
の
貴
重
な
情
報
を
提
供
し
、
い
わ
ば
家
研
究
の
土
台
と
も
言
う
べ
き
も
の
を
築
い
た
わ
け
だ
が
、
上
記
の

目
的
の
た
め
に
は
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
進
ん
で
家
の
内
実
に
つ
い
て
の
よ
り
き
め
細
か
な
研
究
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
家
の
内
実
を
補
う
べ
き
親
族
関
係
の
研
究
は
、
従
来
家
と
の
関
係
で
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
は
財
産
は

男
子
に
よ
る
均
分
相
続
だ
っ
た
が
、
兄
弟
と
彼
ら
の
子
供
は
父
が
死
ん
で
も
互
い
に
分
割
を
要
求
し
な
い
限
り
法
的
に
財
産
を
共
有
し
て
お
り
、
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こ
の
制
度
は
兄
弟
契
約
藁
。
§
と
呼
ば
れ
て
い
触
彼
ら
異
同
で
財
産
鐘
や
商
売
“
忽
行
な
・
た
・
例
え
ば
小
さ
豪
9
・
豪
は
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

一
四
世
紀
中
ご
ろ
二
隻
の
ガ
レ
ー
船
を
運
用
し
て
地
中
海
で
幅
広
く
商
業
活
動
を
行
い
、
一
五
世
紀
初
頭
ア
ン
ド
レ
ア
・
バ
ル
バ
リ
ー
ゴ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

父
の
破
産
後
ク
レ
タ
の
お
じ
や
従
兄
弟
と
通
信
し
た
り
弟
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
と
協
力
し
た
り
し
て
富
を
増
や
し
て
い
る
。
が
、
兄
弟
契
約
に
含
ま

れ
る
親
族
と
家
を
構
成
す
る
親
族
が
一
致
す
る
の
か
、
或
い
は
商
業
活
動
で
の
協
力
が
政
治
の
舞
台
で
も
見
ら
れ
る
か
、
こ
の
よ
う
な
問
題
は

殆
ど
気
に
留
め
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
従
来
の
親
族
関
係
に
関
す
る
知
見
は
、
家
と
の
関
係
を
何
ら
示
唆
せ
ず
、
し
か
も
商
業
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

に
偏
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
か
ら
、
従
来
の
家
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
ふ
た
つ
の
落
し
穴
に
は
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
は
商
業
協
力
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

家
族
関
係
を
家
全
体
に
敷
疑
し
て
、
家
を
ひ
と
つ
の
政
治
社
会
的
統
一
体
だ
と
暗
黙
の
う
ち
に
認
め
て
し
ま
う
こ
と
、
経
つ
目
は
男
系
親
族
が

同
姓
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
姓
の
人
女
は
砦
ひ
と
つ
の
家
の
成
員
だ
と
み
な
し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
家
を
扱
い
な
が
ら
も
、

同
姓
の
も
の
を
一
纏
に
捉
え
て
家
の
政
治
社
会
的
内
実
ま
で
検
討
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
親
子
兄
弟
の
み
か
ら
成
る

小
さ
な
家
な
ら
ま
だ
し
も
、
先
の
一
四
家
の
よ
う
に
多
く
の
親
族
を
擁
す
る
家
を
無
批
判
に
ひ
と
つ
の
家
、
ひ
と
つ
の
政
治
社
会
的
統
一
体
と

受
け
入
れ
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
次
に
、
ま
ず
同
姓
集
団
1
1
家
か
と
い
う
問
題
を
、
続
い
て
そ
の
家
を
政
治
社
会
的
統
一
体
と
み
な
し

て
よ
い
の
か
と
い
う
問
題
を
、
そ
れ
ぞ
れ
順
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
最
初
に
同
姓
で
あ
れ
ば
必
ず
ひ
と
つ
の
家
か
と
い
う
問
題
だ
が
、
こ
れ
は
先
述
の
、
家
は
ク
ラ
ン
／
リ
ニ
ー
ジ
か
、
と
い
う
問
題
と
も
関
わ

っ
て
く
る
の
で
、
こ
れ
も
あ
わ
せ
て
検
討
し
た
い
。
さ
て
、
こ
れ
を
解
決
す
る
の
に
も
つ
と
も
適
し
た
史
料
は
、
一
四
世
紀
半
ば
の
ピ
エ
ト
ロ
・

　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ン
、
一
五
世
紀
末
の
マ
ジ
ン
・
サ
ヌ
ー
ド
の
貴
族
リ
ス
ト
で
あ
る
。
双
方
と
も
過
去
の
年
代
記
に
基
づ
い
て
貴
族
の
家
を
整

理
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
リ
ス
ト
の
体
裁
と
し
て
は
貴
族
の
家
（
鷲
9
①
伊
〔
貴
ρ
o
①
）
と
し
て
姓
を
順
番
に
並
べ
、
姓
の
後
に
出
身
地
、
断
絶
し

た
年
や
紋
章
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
を
記
し
て
い
る
。
同
じ
姓
が
複
数
登
場
す
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
同
姓
集
団
一
家
と
し

て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
コ
メ
ン
ト
の
中
に
は
「
二
つ
の
家
で
あ
る
。
。
・
9
δ
α
o
。
ρ
×
㊤
α
Φ
」
（
ド
ル
フ
ィ
ン
家
）
や
複
数
の
紋
章
、
出
身
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地
へ
の
言
及
が
存
在
す
る
の
で
、
こ
れ
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
て
、
マ
リ
ソ
・
サ
ヌ
ー
ド
が
リ
ス
ト
の
後
に
付
け
た
表
に
よ
る
と
、

二
つ
以
上
の
紋
章
を
も
つ
家
は
ダ
ン
ド
ロ
、
コ
ン
タ
リ
ー
二
、
ク
ィ
リ
ー
二
な
ど
一
四
家
で
あ
っ
た
。
し
か
し
彼
ら
全
て
が
複
数
の
出
身
地
を

も
つ
わ
け
で
は
な
く
、
紋
章
は
戦
闘
に
お
い
て
功
績
を
挙
げ
た
個
人
が
新
た
に
作
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
出
身
地
が
ひ
と
つ
の
場
合
は
ひ
と
つ

の
家
と
み
な
せ
る
。
例
え
ば
ダ
ン
ド
ロ
家
は
甲
虫
じ
紋
章
で
あ
っ
た
が
、
一
二
〇
四
年
元
首
エ
ン
リ
コ
・
ダ
ン
ド
ロ
が
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

プ
ル
を
征
服
し
た
記
念
に
六
つ
の
ユ
リ
の
紋
章
に
変
更
し
た
た
め
、
二
つ
に
な
っ
た
。
ま
た
ザ
ラ
に
派
遣
さ
れ
た
ア
ン
ド
レ
ア
・
モ
ロ
シ
！
二

は
ニ
ニ
四
六
年
紋
章
に
赤
十
字
を
加
え
、
ゾ
ル
ツ
ィ
家
は
紋
章
は
一
個
だ
が
、
一
二
五
〇
年
ク
ル
ツ
ォ
ラ
島
を
征
服
し
た
折
に
紋
章
を
変
え
て

　
⑯

い
る
。
問
題
と
な
る
の
は
異
な
る
紋
章
に
対
し
て
異
な
る
出
身
地
を
も
つ
バ
ル
ビ
、
モ
ロ
シ
ー
二
、
ダ
・
モ
リ
ソ
、
ト
レ
ヴ
ィ
ザ
ン
の
場
合
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

こ
れ
ら
売
家
と
ド
ル
フ
ィ
ン
家
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
本
当
に
同
じ
家
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
違
う
家
と
い
っ
た
方
が
正
し

い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
こ
で
新
た
に
、
で
は
な
ぜ
出
身
地
も
紋
章
も
違
う
家
が
同
じ
姓
を
も
っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
は
単
な
る
偶
然
な
の
か
、

と
い
う
疑
問
が
湧
い
て
く
る
。
こ
れ
も
確
答
す
る
に
は
難
し
い
問
い
で
あ
る
が
、
次
の
事
例
が
可
能
的
な
答
え
の
方
向
性
を
示
し
て
く
れ
よ
う
。

即
ち
フ
一
、
リ
エ
ル
家
は
出
身
地
も
紋
章
も
ひ
と
つ
の
家
な
の
だ
が
、
彼
ら
は
実
は
ひ
と
つ
で
は
な
く
≧
蚕
審
ω
9
9
α
①
団
戸
U
①
q
o
三
の
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
グ
ー
ナ

家
が
同
意
し
て
一
緒
に
フ
ァ
リ
エ
ル
と
い
う
姓
に
変
え
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
ヴ
エ
ネ
ツ
ィ
ア
は
様
女
な
場
所
か
ら
一
族
と
共
に
潟

へ
移
住
し
て
き
た
人
々
か
ら
成
る
の
で
、
そ
の
人
々
の
一
部
が
協
力
を
合
意
し
て
ひ
と
つ
の
呼
称
を
採
用
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
さ

ら
に
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ン
の
リ
ス
ト
に
は
「
フ
ァ
リ
エ
ル
家
は
ひ
と
つ
で
は
な
く
、
彼
ら
の
間
で
高
貴
さ
は
異
な
る
が
、
同
じ
紋
章
を
持
ち
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

評
議
会
に
参
加
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
あ
り
、
彼
ら
が
ひ
と
つ
の
家
の
よ
う
な
外
観
を
呈
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
姓
の
起
源
の
問

　
　
　
　
　
⑲

題
に
も
関
わ
る
の
で
こ
れ
以
上
立
ち
入
る
こ
と
は
や
め
る
が
、
モ
ロ
シ
ー
二
や
ト
レ
ヴ
ィ
ザ
ン
も
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
で
、
過
去
に

同
じ
姓
を
名
乗
る
こ
と
に
同
意
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に
貴
族
の
家
リ
ス
ト
と
し
て
姓
ご
と
に
並
べ
、
し
か
も
同
姓
が
重
複
し
て
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
事
実
そ
の
も
の
が
、
リ
ス
ト
作
成
者
が
同
姓
集
団
1
1
家
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
さ
ら
に
他
の
大
多
数
の
家
に
関
し
て
は
問
題
は
な
い
の
で
、
一
応
同
姓
集
団
は
ひ
と
つ
の
家
と
み
な
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
こ
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の
家
と
い
う
の
は
何
ら
表
示
で
き
る
系
譜
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
過
去
に
お
け
る
関
わ
り
を
漠
然
と
認
識
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
は
ク
ラ
ン
と
呼
ぶ
の
が
適
当
で
あ
り
、
今
後
モ
ロ
シ
ー
二
家
と
い
う
よ
う
に
先
に
家
名
を
着
け
て
言
及
す
る
と
き
以
外
は
ク
ラ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
当
時
は
戸
籍
も
系
図
も
な
く
リ
ニ
ー
ジ
と
い
う
語
を
適
用
す
る
の
は
少
女
潭
ら
れ
る
が
、
後
の
研
究
者
が
系
譜

関
係
の
再
現
を
試
み
て
再
構
成
し
た
ク
ラ
ン
の
下
位
区
分
の
集
団
に
は
、
リ
ニ
ー
ジ
を
適
用
す
る
こ
と
に
す
る
。
よ
っ
て
次
の
問
題
は
、
ク
ラ

ン
を
政
治
社
会
的
統
一
体
と
み
な
し
て
よ
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
さ
て
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
同
じ
海
洋
型
都
市
國
家
で
商
人
貴
族
の
支
配
す
る
国
で
あ
り
な
が
ら
、
争
い
の
絶
え
な
か
っ
た
ジ
ェ
ノ
ヴ
一
、
で
は
、

貴
族
の
家
は
ア
ル
ベ
ル
ゴ
（
こ
の
語
が
登
場
す
る
の
は
一
三
世
紀
末
）
と
呼
ば
れ
る
強
固
な
結
束
力
を
持
つ
軍
事
的
政
治
的
団
体
を
構
成
し
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ア
ル
ベ
ル
ゴ
は
ひ
と
つ
の
姓
、
ひ
と
つ
の
紋
章
の
も
と
に
、
基
本
的
に
は
親
族
観
念
に
基
づ
い
て
統
合
さ
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
で
、
こ
れ
を
「
政
治
社
会
的
統
一
体
と
し
て
の
ク
ラ
ン
」
と
便
宜
上
み
な
す
こ
と
は
異
論
な
か
ろ
う
。
そ
こ
で
ク
ラ
ン
が
政
治
社
会
的
統
一

体
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
ジ
ェ
ノ
ヴ
一
，
と
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
の
簡
単
な
比
較
を
行
な
う
こ
と
で
、
二
番
讐
の
聞
題
の
解
答
を
得
る
こ
と
に
し

た
い
。
ア
ル
ベ
ル
ゴ
に
つ
い
て
ま
ず
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
メ
ン
バ
ー
の
地
理
的
近
接
性
で
あ
る
。
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
ジ
ェ

ノ
ヴ
一
，
貴
族
の
居
住
分
布
を
地
図
化
し
て
み
た
（
地
図
①
）
。
こ
れ
は
、
ポ
レ
ッ
ジ
が
一
四
一
四
年
の
固
定
資
産
評
価
を
も
と
に
、
被
課
税
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

物
件
の
住
所
と
評
価
格
を
調
べ
、
所
在
地
を
地
図
上
に
番
号
で
示
し
た
も
の
か
ら
上
位
一
〇
ク
ラ
ン
を
選
ん
で
作
成
し
た
の
だ
が
、
大
き
な
ク

ラ
ソ
単
位
で
ま
と
ま
っ
て
住
ん
で
い
る
様
が
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
っ
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
ク
ラ
ン
の
集
住
傾
向
は
ア
ル
ベ
ル
ゴ
の
語
が
登
場

す
る
よ
り
ず
っ
と
以
前
か
ら
あ
っ
た
。
例
え
ば
ド
リ
ア
、
ヴ
ォ
ル
タ
な
ど
の
貴
族
は
早
く
も
一
二
世
紀
後
半
に
彼
ら
の
地
区
を
設
立
し
、
家
や

店
を
建
て
て
近
隣
の
土
地
を
買
い
上
げ
、
自
分
た
ち
の
ク
ラ
ン
の
メ
ン
バ
ー
で
そ
の
地
区
を
固
め
て
い
る
。
同
じ
頃
ザ
ッ
カ
リ
ア
家
は
市
内
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

散
ら
ば
っ
た
彼
ら
の
住
居
か
ら
「
ザ
ヅ
カ
リ
ア
の
街
区
。
o
馨
養
霞
N
9
。
げ
碧
毎
夏
ヨ
」
に
集
ま
っ
た
。
地
縁
は
社
会
的
結
合
の
重
要
な
要
素
の

ひ
と
つ
で
あ
る
か
ら
、
住
居
の
近
接
性
自
体
が
ク
ラ
ン
の
結
合
力
を
高
め
る
こ
と
に
も
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
の
ク
ラ
ン

は
強
力
な
結
合
力
を
も
っ
た
政
治
社
会
上
の
単
位
と
し
て
存
在
し
続
け
、
住
居
の
近
接
性
は
そ
れ
を
目
に
見
え
る
形
で
表
し
た
も
の
な
の
で
あ
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る
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ヱ
で
も

一
三
、
四
世
紀
、
多
く
の

親
族
が
広
場
や
塔
を
囲
ん

で
住
ん
で
い
た
。
そ
こ
で

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
貴
族
の
ク

ラ
ン
ψ
恕
政
治
社
A
耳
的
統
一

体
と
み
な
し
て
よ
い
か
と

い
う
問
題
を
考
え
る
際
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
貴
族
の
居

住
分
布
を
調
べ
る
こ
と
が

有
効
な
指
標
と
な
る
。

　
ヴ
ェ
ツ
ィ
ア
に
は
六
つ

の
区
ω
①
。
・
江
。
器
と
七
十

前
後
の
街
区
o
o
騨
鑓
欝

が
あ
り
街
区
と
教
区
は
ほ

　
　
　
　
　
　
㊧

ぼ
一
致
し
て
い
た
。
島
を

大
き
く
ふ
た
つ
に
分
け
る

逆
S
字
型
の
大
運
河
は
ヴ

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
幹
線
水
路
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表
①

山名カステ

ツ口区サン・マノ
レ
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街
区
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コ
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ト
ラ

ー
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名
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Sa
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B
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n
　

M
a
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rni
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Sa
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sti
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S
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Sa
n　
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S
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o
vo

Sa
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M
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ia　
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m
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Sa
nt
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M
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S．
　
M
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c
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S
，
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o

S．
　
Z
ul
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n

S．
　
Zeminian

Sanル
王
oise

S
an

ta
　

Ma
ri

a　
Zu

b
eni

g
o

S
．
　
Mo

r
it

o

S
．
　
Vi
da
l

S
．
　
Sa
mt
ie
l

S
，
　
An

z
ol

l
o

S
．
　
Be

n
et

t
o

S
．
　
Fa

n
ti

n

S．
　

Pa
t
e
r
ni
a
n

S
，
L旺

ch
a

S．
　

Sa
l
v
a
do
r

S．
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l
t
o
la
m
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ρ
い
二
N
昌
ヰ
P
㌧
辱
鳶
恥
ミ
帖
§
N
貯
臓
愚
碁
ミ
執
ミ
ミ
謬
蕊
篤
a
（
角
馬
野
　
k
㌧
㌧
㌧
鮭
k
一
＼
）
㌧
娼
唱
。
お
Φ
1
㊤
α
野
O
帯
濤
。
聾
劃
㊦
雲
ゆ
ト
》
気
欝
b
。
O
、
“
叉

　
　
　
　
　
G
勢
融
蜂
C
詳

で
、
一
二
、
三
世
紀
以
降
リ
ア
ル
ト
を
中
心
に
こ
の
運
河
に
沿
っ
て
商
館
が
立
ち
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
は
建
築
技
術
の
未
発
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

も
あ
り
人
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
内
陸
部
に
住
ん
で
い
た
。
さ
て
一
三
～
一
五
世
紀
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
お
い
て
細
か
な
地
図
を
作
成
す
る
こ

と
は
不
可
能
だ
が
、
幸
い
貴
族
の
街
区
毎
の
分
布
は
、
一
一
瓢
七
九
年
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
と
の
戦
争
に
備
え
て
の
課
税
の
た
め
に
行
わ
れ
た
固
定
資
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

評
価
Φ
ω
鉱
塁
。
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
刊
行
史
料
の
形
に
し
た
ル
ヅ
ツ
ァ
ッ
ト
は
こ
こ
か
ら
貴
族
と
平
民
の
富
の
分
布
状
況
を
調
べ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

貴
族
の
間
に
も
富
の
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
こ
と
、
か
な
り
裕
福
な
平
民
が
存
在
す
る
こ
と
を
立
証
し
た
。
彼
が
作
成
し
た
富
の
分
布
状
況
の
表
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

有
名
で
、
以
来
船
津
な
研
究
書
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
史
料
を
本
稿
で
は
居
住
分
布
を
知
る
た
め
に
用
い
よ
う
と
す
る
わ
け
で
あ
る
。
史

料
は
街
区
ご
と
に
名
前
と
評
価
格
が
記
し
て
あ
り
未
亡
人
や
商
人
以
外
の
平
民
、
コ
ム
ー
ネ
の
病
院
や
教
会
の
所
有
地
も
含
ま
れ
て
い
る
。
同

じ
人
物
が
あ
ち
こ
ち
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
、
貴
族
は
課
税
さ
れ
た
街
区
に
住
ん
で
い
た
も
の
と
考
え
て
よ

い
だ
ろ
う
（
し
か
し
不
動
産
の
分
布
状
況
だ
け
で
も
十
分
意
味
は
あ
る
）
。

　
で
は
史
料
の
検
討
に
移
り
た
い
。
課
税
さ
れ
た
物
件
の
多
い
も
の
か
ら
五
〇
ク
ラ
ン
を
選
ん
で
作
成
し
た
の
が
表
①
で
あ
る
。
こ
の
表
を
見

て
の
第
一
印
象
は
ど
の
ク
ラ
ン
も
市
内
に
分
散
し
て
住
ん
で
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
表
②
に
よ
っ
て
ク
ラ
ン
ご
と
に
課
税
対
象
物



件
数
、
課
税
さ
れ
た
物
件
の
あ
る
区
数
、
街
区
数
を
物
件
の
多
い
順
に
表
し
て
み
る
と
、
物
件
の
多
い
ク
ラ
ソ
ほ
ど
多
く
の
街
区
に
散
ら
ば
っ

て
い
る
こ
と
、
し
か
し
物
件
の
少
な
い
ク
ラ
ン
で
も
十
分
散
ら
ば
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
唯
ひ
と
つ
の
区
の
み
に
往
ん
で
い
る
ク
ラ
ソ
は

少
な
く
と
も
こ
の
五
〇
の
中
に
は
存
在
し
な
い
。
さ
ら
に
こ
の
五
〇
ク
ラ
ン
の
三
分
の
一
弱
は
三
区
、
つ
ま
り
市
の
半
分
の
行
政
区
に
住
ん
で

い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
＝
二
世
紀
後
半
の
M
C
名
簿
に
よ
る
と
、
ク
ィ
リ
ー
二
、
コ
ソ
タ
リ
…
二
、
ヴ
ェ
ニ
エ
ル
な
ど
多
く
の
ク
ラ
ソ
が
異
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
区
か
ら
選
出
さ
れ
て
お
り
、
＝
二
世
紀
か
ら
既
に
ク
ラ
ン
が
分
散
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
同
一
ク
ラ
ソ
の
メ
ン
バ
ー
の
居
住
地

が
市
内
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
均
等
分
布
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
モ
ロ
シ
ー
二
・
ク
ラ
ン
は
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
フ
ォ
ル
モ
ー
ザ
、

サ
ン
ト
・
ア
ソ
ト
ニ
ン
、
サ
ン
・
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
が
小
拠
点
と
な
っ
て
い
る
が
、
フ
ォ
ス
カ
リ
ー
二
、
ロ
レ
ダ
ン
、
バ
ル
バ
リ
ー
ゴ
な
ど
で
は
物

件
の
半
数
以
上
が
ひ
と
つ
の
街
区
に
固
ま
っ
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
上
位
一
〇
ク
ラ
ン
に
つ
い
て
分
布
状
況
を
地
図
に
表
し
て
み
た
（
地
図
②
）
。
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0

7
9
6
6
9
4
6
4
3
8
8
8

6
5
5
5
5
6
6
6
5
5
6
4
3
3
4
4
4
4
3
3
3
3
4
5
5

67

T8

R3

R1

R0

R0

Q8

Q8

Q8

Q7

Q3

Q2

Q2

P7

P6

P6

P5

P4

P4

P3

P3

P3

P2

P2

P1

A
B
c

課税対象物件数

課税された物件のある区数

課税された物件のある街区数

そ
れ
ぞ
れ
市
内
全
体
に
散
ら
ば
り
な
が
ら

も
、
い
く
つ
か
の
拠
点
が
あ
る
の
が
鮮
明

に
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
小
拠
点
の
存
在
は
、

近
親
が
固
ま
っ
て
住
ん
で
い
る
可
能
性
を

示
唆
し
て
く
れ
る
。
兄
弟
契
約
で
財
産
を

共
有
し
て
い
れ
ば
近
く
に
住
む
こ
と
も
多

か
っ
た
ろ
う
し
、
遺
言
書
は
、
息
子
や
甥

に
建
物
が
相
続
さ
れ
維
持
さ
れ
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
⑫

望
む
の
が
常
だ
っ
た
。
ま
た
親
族
共
有
の

財
産
が
分
散
し
て
い
る
と
き
は
、
近
い
親
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族
ど
う
し
が
組
に
な
っ
て
財
産
わ
け
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
サ
ン
タ
・
ク
ロ
ー
チ
ェ
区
の
サ
ソ
・
ジ
ャ
コ
モ
に
住
む
マ
リ
ノ
・
バ
ド
エ
ル
と
ニ

コ
ロ
・
バ
ド
エ
ル
の
兄
弟
は
、
カ
ス
テ
ッ
西
区
サ
ン
・
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ナ
に
住
ん
で
い
る
伯
父
ル
ッ
ジ
ェ
ー
ロ
の
子
孫
た
ち
と
、
一
三
三
六
年
目

ン
・
ス
テ
イ
ン
（
サ
ン
・
ボ
ー
ロ
区
だ
が
、
サ
ソ
・
ジ
ャ
コ
モ
に
大
変
近
い
）
と
サ
ン
・
ジ
晶
ス
テ
ィ
ナ
に
あ
る
財
産
に
つ
い
て
分
割
を
行
っ
た
の
だ

が
、
そ
の
と
き
マ
ル
コ
と
ニ
コ
ロ
は
サ
ン
・
ス
テ
ィ
ソ
に
あ
る
不
動
産
の
大
部
分
を
所
有
す
る
代
わ
り
に
、
サ
ン
タ
・
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ナ
の
財
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

に
対
す
る
権
利
を
放
棄
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
マ
ル
コ
と
ニ
コ
戸
の
兄
弟
は
大
運
河
の
リ
ア
ル
ト
側
に
、
従
兄
の
系
列
は
カ
ス
テ
ッ
ロ
区

に
本
拠
を
定
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
例
か
ら
も
近
親
の
財
産
は
固
ま
る
傾
向
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
ギ
ー
ジ
家
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

リ
ニ
ー
ジ
に
よ
っ
て
街
区
が
分
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
固
ま
っ
て
い
る
の
が
近
親
で
あ
る
こ
と
は
推
測
で
き
て
も
、
分
散
の
仕
方
の
違
い
を

一
言
で
説
明
す
る
の
は
難
し
い
。
例
え
ば
ク
ラ
ン
の
古
さ
に
拠
点
の
分
散
の
理
由
を
求
め
よ
う
と
し
て
も
、
概
に
一
〇
世
紀
か
ら
史
料
に
現
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
メ
モ
家
（
サ
ン
・
マ
ル
ク
オ
ー
ラ
に
七
件
中
六
件
）
、
コ
ン
タ
リ
ー
二
家
、
ミ
キ
エ
ル
家
の
分
布
状
況
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
。
ま
た
複
数
の
紋
章
や
出

身
地
を
持
つ
ク
ラ
ン
に
分
散
傾
向
を
帰
そ
う
と
し
て
も
、
ミ
キ
エ
ル
、
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ソ
が
紋
章
、
出
身
地
と
も
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
を
確

　
　
　
⑳

認
す
れ
ば
こ
れ
が
無
理
だ
と
わ
か
る
だ
ろ
う
。
比
較
的
ひ
と
つ
の
街
区
に
か
た
ま
っ
て
い
る
ク
ラ
ン
、
複
数
の
拠
点
を
持
つ
ク
ラ
ン
、
市
内
全

体
に
分
散
し
て
い
る
ク
ラ
ン
の
違
い
を
系
統
的
に
説
明
す
る
の
は
不
可
能
の
よ
う
に
思
え
る
。

　
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
ク
ラ
ン
を
政
治
社
会
的
統
一
体
と
み
な
し
て
よ
い
か
ど
う
か
を
検
討
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
分
散
の
事
実
さ
え
確

認
で
き
れ
ば
十
分
で
あ
る
。
こ
れ
は
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
の
分
布
図
と
比
べ
れ
ば
一
葦
瞭
然
で
あ
ろ
う
。
ま
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
は
居
住
分
布
が
小
拠

点
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ク
ラ
ン
よ
り
小
さ
な
範
囲
の
親
族
が
実
生
活
で
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
可
能
性
も
開
け
て
く
る
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
に
明
確
な
違
い
が
存
在
す
る
限
り
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
ク
ラ
ン
を
暗
黙
の
う
ち
に
政
治
社
会
的
統
一
体
と
前
提
し
て
扱
う

よ
う
な
従
来
の
方
法
は
、
不
十
分
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
検
討
よ
り
同
姓
集
団
を
ク
ラ
ン
と
み
な
す
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
が
、
そ
れ
を
政
治
社
会
的
統
一
体
と
仮
定
し
て
扱
う
こ
と
は
不
適

切
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
れ
故
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
貴
族
の
結
束
を
親
族
集
団
の
視
点
か
ら
見
よ
う
と
す
る
な
ら
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
貴
族
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を
ク
ラ
ン
単
位
で
分
析
す
る
よ
う
な
視
角
は
放
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
次
の
ふ
た
つ
の
視
角
を
設
定
す
る
。
第
一
は
、

ク
ラ
ン
の
結
束
が
強
い
ジ
ニ
ノ
ヴ
ァ
で
ク
ラ
ン
ご
と
の
闘
争
が
絶
え
な
か
っ
た
事
実
に
鑑
み
て
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
貴
族
の
ク
ラ
ソ
内
部
の
親
族

の
結
束
の
度
合
い
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
と
門
閥
闘
争
の
欠
如
の
関
係
を
探
る
こ
と
、
第
二
は
、
ク
ラ
ソ
を
政
治
社
会
的
統
一
体
と
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
実
際
の
政
治
活
動
で
重
要
な
親
族
集
団
の
範
囲
、
お
よ
び
種
類
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
さ
ら
に
そ
れ
と

貴
族
の
結
束
は
如
何
に
結
び
つ
く
の
か
を
調
べ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
次
章
で
は
、
ク
ラ
ン
の
結
舎
力
と
門
閥
闘
争
の
欠
如
の
関
連
を
開
ら
か

に
す
る
課
題
か
ら
取
り
組
む
こ
と
に
し
よ
う
。

①
　
親
族
に
つ
い
て
の
用
語
整
理
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
R
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
『
親

　
族
と
婚
姻
－
社
会
人
類
学
入
門
一
』
（
川
中
健
二
訳
）
、
思
索
社
、
一
九
七
七

　
年
、
M
・
セ
ガ
レ
ー
ヌ
『
家
族
の
歴
史
人
類
学
働
（
片
岡
陽
子
他
訳
）
、
新
評
論
、

　
一
九
八
七
年
、
蒲
生
正
男
・
祖
父
江
孝
男
編
『
文
化
人
類
学
』
、
有
斐
閣
、
一
九

　
六
九
年
、
霧
島
朗
他
編
『
社
会
学
小
辞
典
』
、
有
斐
閣
、
一
九
八
二
年
、
を
参
照

　
し
た
。

②
　
本
稿
で
集
団
と
い
っ
た
場
合
、
そ
れ
は
何
ら
社
会
学
的
に
厳
密
な
集
団
概
念
を

　
蓑
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

③
本
稿
、
は
じ
め
に
、
註
⑦
参
照
。

④
　
寓
．
冨
①
8
話
ρ
。
特
ミ
こ
℃
℃
．
①
壁
①
㊤
．
第
①
グ
ル
ー
プ
は
一
一
七
家
で
、
バ
ド

　
エ
ル
、
。
ハ
ル
バ
リ
ー
ゴ
、
　
コ
ソ
タ
リ
ー
二
、
ダ
・
カ
ナ
ー
ル
、
フ
プ
リ
エ
ル
、
ミ

　
キ
エ
ル
、
モ
ロ
シ
ー
二
、
ク
ィ
リ
ー
二
、
ト
レ
ヴ
ィ
ザ
ン
、
ヴ
ェ
ニ
エ
ル
な
ど
が

　
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
中
に
は
一
二
世
紀
後
半
に
登
場
す
る
家
と
し
て
、

　
テ
ィ
エ
ポ
ロ
、
ロ
レ
ダ
ン
、
ギ
ー
ジ
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。
第
②
グ
ル
…
プ
は
、

　
バ
ル
バ
ロ
、
コ
ヅ
コ
、
ラ
ン
ド
、
ト
ロ
ン
等
、
六
一
家
。
第
⑧
グ
ル
ー
プ
は
ピ
サ

　
…
二
等
、
八
四
家
で
あ
る
。
し
か
し
古
い
時
代
は
名
前
の
綴
り
が
一
定
し
て
い
な

　
い
の
で
こ
れ
よ
り
少
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
メ
ロ
レ
ス
自
身
、
家
名
の
抱
え
る
問

　
題
を
指
摘
し
て
い
る
。

⑤
　
P
9
器
o
p
肋
s
ミ
竜
馬
q
智
縣
。
§
N
ミ
ミ
ご
ミ
。
§
§
随
旨
毫
、
津
お
壽
ρ
一
㊤
①
N

　
℃
や
ω
ミ
ム
ρ

⑥
ω
■
O
ぎ
賢
蓉
ζ
㌧
、
、
三
白
ら
㊦
霞
魯
9
夢
。
＜
o
器
二
餌
p
勺
舞
ユ
。
冨
8
．
、
唾
も
や
α
華

　
刈
9

⑦
即
Ω
罷
工
炉
、
．
摩
。
包
。
乙
・
8
二
8
血
・
α
q
賦
≧
σ
霞
σ
q
一
σ
Q
。
き
く
。
給
、
．
㌧
ミ
、
§
鷺
恥

　
§
、
”
向
s
鳶
誉
ξ
ミ
亀
§
肉
。
ミ
鴨
。
。
N
一
〇
ま
㌧
℃
℃
．
卜
。
無
よ
9
b
。
刈
G
。
為
メ

⑧
清
水
、
前
掲
書
、
二
一
一
一
ご
一
頁
。

⑨
　
坤
霧
震
津
に
つ
い
て
は
、
国
。
O
．
い
窪
ρ
、
．
句
ρ
月
読
《
勺
費
ε
o
無
韻
℃
。
・
9
巴

　
一
〇
一
耳
く
窪
ε
屋
。
。
、
”
b
国
ミ
智
ミ
蓉
馬
魚
津
8
嚇
§
｝
§
霞
ミ
。
蔭
F
一
㊤
魔
い
や

　
ω
ご
〉
．
勺
霞
跨
ρ
9
ミ
皆
魯
N
ミ
憶
ミ
。
無
ミ
智
§
o
、
b
。
p
o
鳥
こ
円
自
旨
P
一
Q
。
り
距

　
く
。
ピ
ω
℃
や
b
二
Q
。
悼
．
姉
妹
や
姉
妹
の
息
子
は
博
葺
0
3
p
に
含
ま
れ
な
い
。

⑩
O
。
営
N
鎚
葺
ρ
、
．
冨
三
碧
賦
〈
ま
ω
、
．
”
喝
し
曲

⑪
劉
ρ
い
き
ρ
誉
民
§
象
b
さ
ミ
昏
ミ
碍
。
、
』
§
唖
さ
ミ
＆
＆
寄
り
§
偽
N
鳶
。
。
点
“
も
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℃
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献
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〇
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［
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れ
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℃
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猛
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デ
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史
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〇
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○
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1市国家ヴェネツィアにおける貴族の親族集団（高田）
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“
ミ
§
畑
㌧
頃
．
鐙
諺
。
霧
h
①
互
巴
‘
銀
O
客
G
o
ψ
8
．
×
H
く
”
℃
』
①
、

　
ω
伊
暮
ρ
ま
た
三
家
と
も
間
じ
頃
元
首
を
だ
し
て
い
る
。
い
旨
宏
O
『
鼠
0
7
導
亭

　
計
ミ
ミ
恥
ミ
題
8
肉
ミ
黛
憶
馬
”
び
。
巳
o
P
一
り
圃
N
や
ω
O
ド

⑳
ご
e
馬
ミ
§
執
織
魂
栖
や
G
。
ω
も
噛
、
δ
㎞
咳
き
鳶
ミ
h
ミ
ミ
無
ミ
§
℃
』
α
◎
ま
た

　
本
稿
九
頁
も
参
照
。

　
一
｝
、
二
世
紀
以
降
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
市
内
が
殆
ど
騒
乱
に
見
舞
わ
れ
な
か
っ
た
の
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
度
だ
け
ク

ィ
リ
ー
ニ
ー
テ
ィ
エ
ポ
ロ
の
乱
と
呼
ば
れ
る
貴
族
反
乱
が
起
こ
り
、
両
家
を
中
心
に
多
く
の
貴
族
を
巻
き
込
ん
で
町
中
を
揺
る
が
せ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
非
常
時
に
お
い
て
、
ク
ラ
ソ
は
ど
の
程
度
の
結
合
力
を
示
し
た
の
か
、
は
た
ま
た
こ
の
反
乱
は
な
ぜ
、
門
閥
闘
争
に
ま

で
発
展
し
な
か
っ
た
の
か
　
　
我
々
は
こ
の
よ
う
な
考
察
を
通
し
て
、
先
述
の
課
題
に
最
も
有
効
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
一
三
一
〇
年
六
月
一
五
日
未
明
、
リ
ア
ル
ト
か
ら
サ
ン
・
マ
ル
コ
広
場
へ
二
乎
に
分
か
れ
た
貴
族
の
集
団
が
大
勢
の
平
民
を
従
え
て
押
し
寄
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せ
た
。
　
一
方
を
率
い
る
の
は
マ
ル
コ
・
ク
ィ
リ
ー
二
と
そ
の
息
子
の
ニ
コ
ロ
と
ベ
ネ
デ
ッ
ト
、
も
う
一
方
の
先
導
者
は
マ
ル
コ
の
娘
婿
パ
イ
ア

モ
ン
テ
・
テ
ィ
エ
ポ
ロ
で
あ
る
。
彼
ら
の
濁
標
は
一
7
5
首
宮
殿
で
、
そ
こ
で
パ
ド
ヴ
一
・
へ
援
軍
を
集
め
に
い
っ
た
バ
ド
エ
ロ
・
バ
ド
エ
ル
と
合
流

し
宮
殿
を
占
拠
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
当
日
は
ひ
ど
い
暴
風
雨
で
バ
ド
エ
ル
の
到
着
が
遅
れ
た
う
え
、
事
前
に
反
乱
軍
の
脱
退
老
か

ら
情
報
を
得
た
元
首
が
宮
殿
の
警
備
を
固
め
た
た
め
、
激
し
い
戦
闘
の
あ
と
反
乱
軍
は
一
日
で
惨
敗
し
た
の
で
あ
る
。
首
謀
考
の
マ
ル
コ
・
ク

ィ
リ
ー
二
と
彼
の
息
子
ベ
ネ
デ
ッ
ト
は
こ
の
戦
い
で
殺
さ
れ
、
バ
イ
ア
モ
ソ
テ
は
逃
亡
し
た
が
や
が
て
ス
ロ
ヴ
ァ
ニ
ア
へ
追
放
さ
れ
た
。
バ
ド

エ
ル
は
市
内
に
入
ら
な
か
っ
た
も
の
の
元
首
か
ら
報
せ
を
受
け
た
キ
オ
ッ
ジ
ャ
の
ポ
デ
ス
タ
と
戦
い
、
結
局
捕
わ
れ
て
投
獄
さ
れ
る
。
彼
は
六

月
二
日
の
裁
判
で
有
罪
と
さ
れ
、
打
ち
首
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
以
上
が
反
乱
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
が
、
こ
の
反
乱
の
原
因
に
つ
い
て
は
今
ま
で
に
愚
女
な
説
が
唱
え
ら
れ
て
ぎ
た
。
大
別
す
る
と
　
①
セ
ラ

ー
タ
　
②
フ
ェ
ラ
ー
ラ
と
の
戦
争
　
③
バ
イ
ア
モ
ン
テ
・
テ
ィ
エ
ポ
ロ
の
野
心
に
な
る
。
ま
ず
①
は
一
二
九
七
年
か
ら
始
ま
っ
た
M
C
の
改
革

に
対
す
る
不
満
が
反
抗
を
引
き
起
こ
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
実
は
ク
ィ
リ
ー
二
！
テ
ィ
エ
ポ
ロ
の
反
乱
に
先
立
つ
一
三
〇
〇
年
、
マ
リ
ノ
・

ボ
ッ
コ
ノ
他
一
〇
名
の
市
民
が
元
首
宮
殿
に
押
し
入
ろ
う
と
し
て
絞
首
刑
に
さ
れ
た
事
件
が
あ
っ
た
。
ニ
コ
ロ
・
ト
レ
ヴ
ィ
ザ
ソ
（
P
～
一
三
六

九
年
）
の
年
代
記
は
こ
の
陰
謀
事
件
の
動
機
を
マ
リ
ノ
が
M
C
へ
の
加
入
を
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
帰
着
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
彼
は
同

時
に
、
改
革
で
以
前
よ
り
多
く
の
貴
族
が
M
C
に
加
入
を
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
て
不
満
を
感
じ
る
貴
族
が
い
た
可
能
性
も
示
唆
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
「
彼
〔
元
首
ピ
エ
ト
ロ
・
グ
ラ
デ
ニ
ー
ゴ
〕
は
M
C
に
よ
り
多
く
の
貴
族
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
そ
れ
は
彼
ら
が
高
貴

で
他
の
人
た
ち
と
岡
じ
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
少
数
の
家
族
鼠
巨
σ
q
一
δ
だ
け
が
町
の
主
導
者
で
よ
り
崇
め
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
た
め
に
で
あ

②る
」
。
　
ク
ィ
リ
ー
二
や
テ
ィ
エ
ポ
ロ
は
こ
の
「
少
数
の
家
族
」
の
代
表
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
反
乱
の
参
加
者
の
中
に
は
バ
ル
ド
ゥ
イ
ノ
家
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

よ
う
に
マ
リ
ノ
・
ボ
ッ
コ
ノ
の
陰
謀
に
加
担
し
て
い
た
貴
族
も
い
る
か
ら
、
セ
ラ
ー
タ
や
元
首
ピ
エ
ト
ロ
・
グ
ラ
デ
ニ
…
ゴ
に
対
し
て
何
ら
か

の
不
満
を
持
つ
者
た
ち
が
反
乱
に
参
加
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
②
で
あ
る
が
＝
二
〇
八
年
に
始
ま
る
こ
の
戦
争
は
国
内
に
主
戦
派
と

反
戦
派
の
対
立
を
生
み
、
教
皇
が
フ
ェ
ラ
ー
ラ
に
味
方
し
て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
破
門
す
る
に
至
っ
て
そ
れ
は
よ
り
激
し
く
な
っ
た
。
ク
ィ
リ
ー
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二
は
概
ね
反
戦
派
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
ク
ィ
リ
ー
二
、
パ
ド
エ
ル
が
パ
ド
ヴ
ァ
に
若
干
領
地
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
教
皇
庁
に
味
方
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

る
勢
力
と
の
つ
な
が
り
を
指
摘
す
る
研
究
者
も
い
る
。
最
後
に
③
で
あ
る
が
、
バ
イ
ア
モ
ン
テ
の
父
親
ジ
ャ
コ
モ
・
テ
ィ
エ
ポ
ロ
は
現
元
首
グ

ラ
デ
ニ
ー
ゴ
と
元
首
位
を
争
っ
た
人
物
で
、
祖
父
と
曾
祖
父
も
元
首
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
実
か
ら
彼
が
自
分
も
元
首
に
な
る
こ
と
を
夢
見
た
と

い
わ
れ
る
が
真
偽
の
ほ
ど
は
定
か
で
な
い
。
た
だ
彼
も
父
親
同
様
民
衆
に
人
気
が
あ
っ
た
ろ
う
し
、
流
刑
後
の
彼
の
行
動
か
ら
は
彼
が
野
心
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
も
窺
え
る
。

　
こ
れ
ら
の
所
説
は
ど
れ
も
一
理
あ
っ
て
こ
の
よ
う
な
諸
要
因
が
重
な
っ
て
反
乱
が
起
き
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ク
ィ
リ
ー
二
ー
テ
ィ
エ
ポ
ロ

の
乱
と
い
う
名
称
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
反
乱
の
中
心
は
あ
く
ま
で
も
両
家
の
貴
族
で
あ
っ
た
。
M
C
の
改
革
に
不
満
を
持
つ
民
衆
が
バ
イ

ア
モ
ン
テ
を
担
ぎ
出
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
フ
ェ
ラ
ー
ラ
と
教
皇
が
陰
の
立
て
役
者
だ
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。
ク
ラ
ン
の
結
合
力
と
政
治

社
会
の
関
連
を
考
察
す
る
た
め
に
こ
の
反
乱
を
取
り
上
げ
る
こ
と
の
、
正
当
性
が
確
認
で
き
よ
う
。
そ
こ
で
以
下
、
こ
の
反
乱
に
お
け
る
両
家

の
貴
族
の
結
集
の
度
合
い
、
さ
ら
に
反
乱
後
の
両
家
に
対
す
る
コ
ム
ー
ネ
の
処
置
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
貴
族
に
門
閥
闘
争
が

な
か
っ
た
理
由
を
ク
ラ
ン
の
結
合
力
の
面
か
ら
探
っ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
ま
ず
、
ク
ィ
リ
二
二
家
の
反
乱
へ
の
参
加
状
況
か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
同
家
は
古
く
か
ら
コ
ム
ー
ネ
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ク
ラ
ソ
で
、
既
に
一
一
六
四
年
コ
ム
ー
ネ
の
財
政
援
助
の
た
め
資
金
を
貸
し
出
し
た
＝
一
人
の
富
裕
者
の
中
に
入
っ
て
い
る
。
一
三
世
紀
を
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

し
て
遠
征
隊
の
船
長
や
大
使
、
ロ
岬
こ
一
ア
の
行
政
官
な
ど
に
メ
ン
バ
ー
を
供
給
し
、
M
C
に
も
平
均
し
て
十
数
人
が
選
ば
れ
、
一
三
世
紀
の
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

代
記
作
者
ダ
・
カ
ナ
ー
ル
に
よ
れ
ぽ
「
高
貴
な
血
統
」
で
あ
っ
た
。
さ
て
、
反
乱
の
翌
々
日
か
ら
各
地
の
地
方
行
政
官
に
反
乱
を
報
せ
る
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

に
書
か
れ
た
手
紙
に
は
、
バ
イ
ア
モ
ソ
テ
と
「
8
8
鉱
。
円
〔
ク
ィ
リ
ー
二
七
リ
ニ
ー
ジ
の
う
ち
ひ
と
つ
が
こ
う
呼
ば
れ
て
い
た
〕
の
マ
ル
コ
・

ク
ィ
リ
…
二
と
ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ア
に
い
た
こ
の
家
の
他
の
も
の
、
サ
ン
タ
・
ジ
ュ
ス
テ
ィ
ナ
区
の
ピ
エ
ト
ロ
・
ク
ィ
リ
二
二
と
彼
の
息
子
の
マ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

コ
、
ア
ン
ド
レ
ア
・
ド
ロ
、
他
の
貴
族
の
何
人
か
の
人
々
、
こ
れ
ら
の
貴
族
に
従
う
多
く
の
平
民
出
身
者
が
陰
謀
を
企
ん
だ
」
と
あ
る
。
後
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

追
放
者
リ
ス
ト
に
は
声
名
の
名
前
が
見
ら
れ
、
日
巴
○
醜
以
外
に
多
く
の
ク
ィ
リ
ー
二
が
参
加
し
て
い
た
。
し
か
し
、
フ
ェ
ラ
ー
ラ
戦
争
に
従
軍

23　（167）



し
た
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
フ
ォ
ル
モ
ー
ザ
区
の
ア
ン
ド
レ
ア
、
一
三
〇
二
年
コ
ス
島
問
題
に
関
し
て
ク
レ
タ
総
督
と
協
力
す
る
旨
が
述
べ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

て
い
る
（
お
そ
ら
く
ガ
レ
ー
船
船
長
で
あ
ろ
う
）
ア
ソ
ジ
ニ
ロ
、
一
三
〇
一
～
一
言
〇
三
年
コ
ロ
ン
の
城
主
で
あ
っ
た
カ
ル
ロ
等
、
当
時
の
史
料
に

登
場
す
る
成
人
男
子
の
ク
ィ
リ
ー
二
で
追
放
縦
に
名
前
の
見
ら
れ
な
い
者
も
い
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
た
ま
た
ま
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
い
な
か
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
が
、
当
時
ロ
マ
ニ
ア
で
ガ
レ
…
船
船
長
を
し
て
い
た
、
白
絹
。
H
の
マ
ル
コ
や
ピ
エ
ト
ロ
と
近
縁
と
思
わ
れ
る
ジ
ョ
ヴ
一
、

ソ
ニ
に
つ
い
て
は
・
彼
を
モ
ド
ン
に
入
れ
な
い
よ
う
に
と
の
命
令
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
如
そ
れ
故
・
上
記
の
三
人
は
反
乱
者
の
ク
・

リ
ー
二
と
は
近
縁
に
な
く
、
反
乱
に
も
参
加
し
な
か
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
次
に
、
テ
ィ
エ
ポ
ロ
家
の
参
加
状
況
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
テ
ィ
エ
ポ
ロ
は
一
二
世
紀
か
ら
商
業
史
料
に
登
場
し
始
め
る
中
規
模
の
ク
ラ
ン

　
⑯

だ
が
、
＝
二
世
紀
に
は
元
首
を
工
人
も
だ
し
、
両
者
と
も
ヴ
子
不
ツ
ィ
ア
の
英
雄
的
存
在
だ
っ
た
の
で
民
衆
に
入
墨
が
あ
っ
た
。
一
一
一
二
九
～

四
九
年
の
元
首
ジ
ャ
コ
モ
・
テ
ィ
エ
ポ
ロ
と
、
彼
の
息
子
で
一
二
六
八
～
七
五
年
元
首
だ
っ
た
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
テ
ィ
エ
ポ
ロ
（
バ
イ
ァ
モ
ソ
テ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

祖
父
）
の
人
気
の
高
さ
は
、
ロ
レ
ン
ツ
ォ
時
代
に
生
き
た
マ
ル
チ
ィ
ソ
・
ダ
・
カ
ナ
ー
ル
が
彼
の
年
代
記
で
語
っ
て
い
る
。
か
く
し
て
テ
ィ
エ

ポ
ロ
家
に
は
ジ
ャ
コ
モ
ー
ロ
レ
ン
ツ
ォ
ー
ジ
ャ
コ
モ
i
．
ハ
イ
ア
モ
ソ
テ
と
連
な
る
人
望
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
や
は
り
テ

ィ
エ
ポ
ロ
も
、
そ
の
人
望
に
よ
っ
て
ク
ラ
ン
全
員
が
結
集
し
反
乱
に
参
加
し
た
、
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
反
乱
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

一
年
前
の
…
三
〇
九
年
マ
ル
コ
・
テ
ィ
エ
ポ
ロ
な
る
人
物
が
元
首
評
議
員
に
選
ば
れ
て
い
る
が
、
死
亡
老
や
主
要
な
追
放
者
の
中
に
彼
の
名
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

は
見
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
バ
イ
ア
モ
ン
テ
の
他
に
ニ
コ
ロ
と
ア
ン
ド
レ
ア
が
追
放
者
リ
ス
ト
に
見
ら
れ
る
の
で
、
マ
ル
コ
が
リ
ス
ト
に
な

い
の
は
、
参
加
し
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
反
乱
後
の
ク
ィ
リ
…
二
、
テ
ィ
エ
ポ
ロ
の
活
動
も
、
両
家
内
部
に
お
け
る
不
参
舶
老
の
存
在
を
裏
付
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

反
乱
後
二
年
し
か
経
っ
て
い
な
い
一
三
＝
一
年
に
、
リ
ッ
ツ
一
、
ル
ド
・
ク
ィ
リ
ー
二
な
る
人
物
が
、
ヴ
ニ
ネ
ツ
ィ
ア
の
重
要
な
寄
港
地
ネ
グ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ポ
ン
チ
の
補
佐
官
に
な
っ
て
い
た
。
一
三
四
二
年
に
は
元
首
選
出
委
員
（
四
一
名
）
と
い
う
重
要
な
役
職
に
も
グ
ラ
デ
ニ
ー
．
コ
家
の
老
と
共
に
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

イ
リ
ー
二
家
の
者
が
選
ば
れ
て
い
る
。
テ
ィ
エ
ポ
ロ
も
一
三
六
一
年
、
元
首
選
出
委
員
に
選
ば
れ
た
。
ま
た
、
＝
二
七
九
年
の
固
定
資
産
評
価
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㊧

で
は
二
二
人
の
ク
ィ
リ
ー
二
が
登
録
さ
れ
、
評
価
格
の
順
位
で
も
一
一
位
に
位
置
し
、
ク
ィ
リ
ー
二
が
人
数
・
財
産
と
も
多
い
ク
ラ
ソ
で
あ
り

続
け
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
も
し
両
ク
ラ
ソ
の
全
員
が
反
乱
に
参
加
或
い
は
協
力
し
、
そ
し
て
負
け
た
の
な
ら
、
こ
う
は
な
ら
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
少
数
ず
つ
し
か
参
加
し
て
い
な
い
他
の
貴
族
を
考
え
れ
ば
、
ま
す
ま
す
反
乱
者
は
ク
ラ
ン
全
体
と
し
て
反
乱

に
参
加
し
た
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
す
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
ト
レ
ヴ
ィ
ザ
ン
家
、
ザ
ネ
家
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
ア
ン
ジ
ェ
ロ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

マ
ル
コ
く
ら
い
し
か
参
加
し
な
か
っ
た
。

　
こ
う
し
て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
貴
族
の
ク
ラ
ン
は
反
乱
と
い
う
重
大
事
に
お
い
て
も
、
十
分
な
結
束
力
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

様
々
な
原
因
が
重
な
っ
て
万
一
反
乱
が
起
こ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
最
初
か
ら
ク
ラ
ソ
ど
う
し
の
闘
争
に
発
展
す
る
よ
う
な
芽
は
持
っ
て
い

な
か
っ
た
。
さ
ら
に
明
確
な
統
合
原
理
を
も
た
な
い
反
乱
者
た
ち
は
、
い
っ
た
ん
負
け
れ
ば
、
一
部
の
首
謀
者
た
ち
を
除
い
て
、
比
較
的
容
易

に
コ
ム
ー
ネ
に
服
す
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
負
け
た
た
め
市
内
を
追
わ
れ
た
が
、
市
外
で
軍
を
整
え
政
権
奪
回
の
チ
ャ
ン
ス
を
窺
っ

た
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
の
ス
ピ
ノ
ラ
の
よ
う
な
力
を
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
反
乱
軍
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
で
は
反
乱
に
対
す
る
コ
ム
ー
ネ
の
対
応
の
仕
方
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
事
件
の
幸
す
ぐ
M
C
が
召
集
さ
れ
事
件
の
処
理
に
携
わ
る
委
員
会
が

作
ら
れ
た
。
こ
れ
が
後
の
十
人
委
員
会
と
な
る
も
の
で
、
彼
ら
の
仕
事
の
大
部
分
は
追
放
者
の
没
収
財
産
の
処
理
や
追
放
者
の
許
容
行
動
地
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

の
拡
大
、
追
放
地
を
離
れ
た
者
に
対
す
る
暗
殺
指
令
、
追
放
老
の
死
亡
確
認
な
ど
で
あ
っ
た
。
さ
て
そ
の
十
人
委
員
会
の
レ
ジ
ス
タ
ー
を
見
る

と
彼
ら
が
反
乱
者
の
妻
子
を
ほ
ぼ
反
乱
者
と
同
列
に
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
反
乱
者
の
妻
や
娘
や
息
子
と
一
緒
に
い
る
と
こ
ろ
を
目
撃

　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

さ
れ
る
と
罰
金
刑
で
、
そ
の
後
妻
に
も
追
放
が
命
じ
ら
れ
た
。
成
人
し
て
か
ら
追
放
が
命
じ
ら
れ
た
息
子
の
例
、
夫
の
死
後
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

戻
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
が
妊
娠
し
て
い
な
い
の
な
ら
と
い
う
条
件
を
付
け
ら
れ
た
妻
の
例
な
ど
も
あ
る
。
反
乱
者
の
没
収
財
産
と
そ
こ
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

収
入
が
反
乱
者
の
子
孫
㊤
一
凶
ρ
8
ω
伽
①
鷲
。
δ
首
。
。
o
霞
一
芸
℃
8
象
ε
建
ヨ
に
い
く
こ
と
も
禁
止
さ
れ
た
。
し
か
し
誰
の
財
産
を
没
収
す
る
か
と

い
う
こ
と
に
関
し
て
は
慎
重
に
取
り
扱
い
が
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
最
も
よ
い
例
は
ジ
ョ
ヴ
岬
，
ン
ニ
・
ク
ィ
リ
ー
二
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
彼

は
事
件
の
と
き
ロ
”
、
ニ
ア
に
い
て
反
乱
に
参
加
し
な
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
ジ
ョ
ヴ
一
，
ソ
ニ
の
財
産
は
反
乱
の
首
謀
者
マ
ル
コ
と
ピ
エ
ト
ロ
の
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間
に
あ
っ
た
。
コ
ム
ー
ネ
は
リ
ア
ル
ト
に
あ
る
こ
れ
ら
の
建
物
の
破
壊
を
命
じ
た
が
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
の
分
三
分
の
一
は
残
そ
う
と
し
た
の
で

　
⑫

あ
る
。
ま
た
ト
マ
ー
ゾ
・
ク
ィ
リ
三
二
は
追
放
に
処
さ
れ
財
産
も
没
収
さ
れ
た
の
だ
が
、
こ
の
財
産
に
は
実
は
ト
マ
ー
ゾ
の
父
の
遺
言
に
よ
っ

て
彼
の
姉
妹
の
婚
資
分
が
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
コ
ム
ー
ネ
は
こ
の
財
産
を
競
売
で
売
り
払
っ
た
あ
と
ト
マ
ー
ゾ
に
属
す
る
三
分
の
一
は
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ム
ー
ネ
の
収
入
に
し
残
り
三
分
の
二
は
彼
女
た
ち
の
結
婚
資
金
に
回
す
よ
う
取
り
計
ら
っ
た
。
こ
う
し
て
コ
ム
ー
ネ
（
即
ち
反
乱
に
参
加
し
な
か

っ
た
貴
族
た
ち
）
は
追
放
や
財
産
没
収
と
い
う
実
害
が
反
乱
者
本
人
と
そ
の
子
孫
だ
け
に
及
ぶ
よ
う
に
気
を
配
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
と
こ
ろ
が
反
乱
後
の
処
置
の
中
に
は
ク
ラ
ソ
全
体
に
か
か
わ
る
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。
一
つ
目
は
紋
章
に
関
す
る
も
の
で
、
反
乱
後
テ
ィ
エ

ポ
ロ
と
ク
ィ
リ
ー
二
は
紋
章
を
変
え
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
、
守
ら
な
か
っ
た
者
に
は
罰
金
が
課
さ
れ
た
。
テ
ィ
エ
ポ
臣
家
は
反
乱
の
と
き
二
つ

の
塔
の
あ
る
砦
の
模
様
の
紋
章
を
使
用
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
彼
ら
が
以
前
用
い
て
い
た
角
の
模
様
の
紋
章
に
変
更
さ
れ
た
。
ク
ィ
リ
ー
二
の

紋
章
は
二
つ
だ
が
、
反
乱
に
使
わ
れ
た
の
は
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
（
四
分
割
図
形
）
で
こ
れ
が
禁
止
さ
れ
た
。
も
う
ひ
と
つ
の
ユ
リ
の
花
の
紋
章
に
つ

い
て
は
、
ク
ォ
…
タ
リ
ー
が
禁
止
さ
れ
て
か
ら
こ
の
紋
章
が
登
場
し
た
と
い
う
意
見
も
あ
る
が
、
系
図
学
者
バ
ル
バ
ロ
は
反
乱
の
四
〇
年
も
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

か
ら
こ
の
紋
章
は
使
わ
れ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
を
使
っ
て
い
た
人
々
は
禁
止
後
二
分
割
に
金
星
を
配
し
た

紋
章
を
採
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
ク
ィ
リ
ー
二
は
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
へ
の
愛
着
を
持
ち
続
け
て
い
た
よ
う
で
、
一
四
二
一
年
ク
レ
タ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ク
ィ
リ
ー
二
が
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
を
使
っ
て
い
る
こ
と
が
十
人
委
員
会
に
知
ら
れ
て
罰
金
を
課
さ
れ
て
い
る
。
二
つ
目
は
十
人
委

員
会
へ
の
参
加
資
格
に
つ
い
て
で
、
ク
ィ
リ
ー
二
・
ク
ラ
ン
の
者
は
何
と
反
乱
か
ら
一
世
紀
近
く
経
た
一
四
〇
六
年
ま
で
十
人
委
員
会
に
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
十
人
委
員
会
に
は
追
放
者
の
家
族
は
選
出
さ
れ
な
い
と
い
う
規
定
が
あ
っ
て
、
一
四
〇
六
年
忌
ィ
リ
ー
二
が
選

出
可
能
に
な
っ
た
の
も
追
放
者
の
ク
ィ
リ
ー
二
が
全
て
死
亡
し
た
と
い
う
理
由
か
ら
な
の
だ
が
、
果
た
し
て
そ
れ
ほ
ど
明
確
な
事
実
に
基
づ
い

て
ク
ィ
リ
ー
二
が
排
除
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
と
、
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
に
先
立
つ
＝
篇
八
九
年
ラ
ン
ベ
ル
ト
・
ク
ィ

リ
ー
二
な
る
人
物
が
十
人
委
員
会
に
選
ば
れ
た
が
、
そ
の
時
元
首
評
議
会
が
彼
の
選
出
の
合
法
性
に
疑
問
を
抱
い
た
た
め
選
出
が
保
留
さ
れ
る

と
い
う
事
態
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
一
四
〇
六
年
ク
ィ
リ
ー
二
の
参
加
を
認
め
た
M
C
決
議
は
満
場
一
致
で
は
な
く
、
賛
成
二
二
二
人
に
対
し
て
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⑬

一
五
四
人
も
の
反
対
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
追
放
者
の
家
族
か
ど
う
か
と
い
う
厳
然
た
る
事
実
よ
り
、
ク
ィ
リ
…
二
・
ク
ラ
ン
の
一
員
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
い
う
理
由
で
排
除
さ
れ
て
い
た
と
考
え
た
ほ
う
が
自
然
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
紋
章
に
し
て
も
十
人
委
員
会
へ
の
参
加
に
し
て
も
、
追
放
や
家
屋
破
壌
の
よ
う
に
直
接
政
治
経
済
的
に
被
害
を
被
る
よ
う
な
措
置
で

は
な
い
。
十
人
委
員
会
は
少
な
く
と
も
一
四
世
紀
中
は
事
件
の
事
後
処
理
と
反
乱
防
止
に
い
そ
し
む
委
員
会
で
、
外
交
、
財
政
、
商
業
等
の
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

要
な
国
政
に
か
か
わ
る
こ
と
に
は
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
タ
ッ
チ
し
な
か
っ
た
。
ク
ラ
ン
全
体
に
か
か
わ
る
よ
う
な
法
令
は
実
害
を
と
も
な
わ

ず
、
観
念
的
レ
ヴ
ェ
ル
に
留
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
と
先
の
追
放
や
財
産
没
収
の
措
置
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
反
乱
者
は
ク
ラ
ン

と
し
て
は
直
接
に
は
罰
せ
ら
れ
な
か
っ
た
、
と
み
な
せ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
処
置
は
、
反
乱
者
は
厳
し
く
押
え
る
が
ク
ラ
ン
の
反
発
は
招
か
ず
、

先
に
も
示
し
た
よ
う
に
コ
ム
ー
ネ
に
忠
実
で
あ
れ
ぼ
ク
ラ
ン
と
関
わ
り
な
し
に
政
治
経
済
的
に
活
躍
で
き
る
保
証
を
与
え
た
の
で
、
ま
す
ま
す

ク
ラ
ソ
の
結
合
力
を
弱
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
勿
論
こ
の
よ
う
な
処
置
が
可
能
だ
っ
た
背
景
に
は
、
も
と
も
と
ク
ラ
ン
の
結
合

力
が
弱
い
と
い
う
事
実
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
か
く
し
て
、
本
章
の
分
析
か
ら
以
下
の
点
が
指
摘
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
反
乱
と
い
う
重
大
な
局
面
に
お
い
て
も
ク
ラ
ン
全
体
の
結
集
は

見
ら
れ
ず
、
コ
ム
ー
ネ
も
ク
ラ
ソ
全
体
を
直
接
罰
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
反
乱
の
経
過
と
顛
末
は
、
ク
ラ
ソ
の
結
合
力
の
弱
さ
が
反
乱
を
門

閥
闘
争
に
到
ら
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
り
、
コ
ム
ー
ネ
の
処
置
も
ま
す
ま
す
ク
ラ
ン
の
結
合
力
を
弱
め
る
の
に
役
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
本
章
の
分
析
か
ら
は
上
述
の
結
果
と
同
時
に
、
ク
ィ
リ
ー
二
に
お
い
て
ヨ
鉱
霞
と
呼
ば
れ
る
親
族
集
団
が
中
心
に
な
っ
た
こ
と
、

首
謀
者
の
マ
ル
コ
と
バ
イ
ア
モ
ン
テ
が
姻
戚
関
係
で
結
ぼ
れ
て
い
た
こ
と
等
、
親
族
集
団
と
政
治
社
会
の
関
連
を
考
え
て
い
く
上
で
無
視
で
き

な
い
事
実
も
指
摘
で
き
る
。
そ
こ
で
第
二
の
視
角
、
す
な
わ
ち
実
際
に
有
効
な
親
族
集
団
の
種
類
お
よ
び
範
囲
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
さ
ら

に
そ
れ
と
貴
族
の
結
束
は
い
か
に
結
び
つ
く
の
か
、
が
一
層
緊
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
章
を
改
め
て
次
の
課
題
へ
と
進
む
こ
と

に
し
よ
う
。

　
①
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経
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℃
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憩
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①
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℃
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②
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．
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．
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．

③
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サ
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あ
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彼
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①
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．
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憤
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佐
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職
、
こ
や
糟
P
ω
顎
．

⑳
8
薄
鼠
o
ρ
b
ト
コ
．
。
。
磁
．
こ
れ
は
一
三
一
四
年
一
〇
月
工
三
日
、
元
ネ
グ
ロ
ポ

　
ソ
テ
の
バ
イ
ロ
、
エ
ン
リ
コ
・
ド
ル
フ
ィ
ン
と
そ
の
補
佐
官
リ
ッ
ツ
ァ
ル
ド
・
ク

　
ィ
リ
ー
二
に
コ
ム
…
ネ
へ
の
会
計
簿
提
出
の
期
限
延
長
を
認
め
た
記
事
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
以
下
に
示
す
、
ホ
プ
フ
の
ロ
マ
ニ
ア
行
政
官
リ
ス
ト
か
ら
、
エ
ン
リ
コ
・

　
ド
ル
フ
ィ
ン
の
バ
イ
ロ
就
任
期
間
が
一
三
一
二
～
一
匹
年
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

　
の
で
、
ク
ィ
リ
ー
二
も
こ
の
期
間
補
佐
官
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
記
事
か
ら
、
リ
ッ
ツ
ァ
ル
ド
・
ク
ィ
リ
ー
二
が
一
三
一
四
年
反
乱
者

　
と
か
か
わ
り
な
し
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
い
た
こ
と
が
わ
か
る
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⑭
　
彼
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罪
も
軽
か
っ
た
ら
し
く
自
宅
謹
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と
サ
ソ
・
マ
ル
コ
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び
リ
ア
ル
ト
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史
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ク
ィ
リ
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関
す
る
項
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四
八
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一
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一
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テ
ィ
エ
ポ
ロ
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（
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件
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え
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四
分
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処
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携
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Q
り
剛
．

　
き
ミ
こ
や
露
■

　
、
、
O
三
斜
嘆
。
冥
窪
。
器
鑑
ヨ
o
o
8
憎
ω
嵩
ヨ
ぎ
く
Φ
⇒
①
鉱
冒
寓
O
O
O
×
a
δ
目
①

島
。
ヨ
鋳
ユ
。
誰
。
馨
『
o
窓
巴
。
凱
O
o
5
。
。
置
【
0
2
0
鼠
漆
け
℃
裂
く
舞
①
α
①
唱
。
の
し
。
o
只
δ

。
一
一
σ
q
一
、
ω
寅
三
舞
窃
ω
⑦
α
⑦
。
o
器
韓
。
鳥
①
り
0
8
ヨ
、
…
…
中
略
…
…
ρ
縄
。
α
o
ヨ
コ
＄
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一
旨
紆
。
ぎ
ρ
巳
ニ
ロ
p
昌
昌
。
⑦
θ
℃
窪
営
窪
養
零
∋
℃
o
話
㌧
℃
o
ω
る
。
貯
傍
①
鼠
σ
q
評

。。

垂
ｨ
。
け
。
。
。
ω
o
儒
①
コ
。
ω
＃
o
o
o
日
義
。
α
¢
U
①
8
日
℃
三
巴
こ
8
。
・
＃
ご
δ
σ
一
δ
。
。

紆
竃
a
o
ユ
0
8
。
。
嘗
ρ
U
o
℃
碧
8
1
b
⊃
器
い
9
昌
9
冒
1
δ
冷
口
。
鵠
ω
貯
8
艮
－

　
竃
幽
．
、
魯
ミ
‘
や
㊤
ρ

⑭
　
テ
ィ
エ
ポ
ロ
が
い
つ
十
人
委
員
会
に
参
加
を
認
め
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、

　
参
照
で
き
た
範
囲
の
史
料
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
一
三
三
五
年
ま

　
で
は
選
出
さ
れ
て
い
な
い
。

＠
　
一
三
五
五
年
の
元
首
マ
リ
ノ
・
フ
ァ
リ
エ
ル
の
陰
謀
で
十
人
委
員
会
が
迅
速
な

　
処
理
を
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
特
殊
な
例
で
普
段
は
主
に

平
民
の
貴
族
に
対
す
る
不
敬
な
発
言
な
ど
を
取
り
扱
っ
て
い
た
。
O
．
濁
ロ
σ
q
σ
q
貯
8
℃

　
ミ
ミ
§
量
℃
．
一
ご
H
皇
、
．
円
加
齢
2
．
、
吻
℃
℃
．
上
り
よ
一
■
唱
℃
．
b
。
朝
ω
1
㎝
Q
。
・
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三
　
親
族
に
関
す
る
法
令

　
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
貴
族
の
日
々
の
政
治
活
動
め
場
を
最
も
よ
く
体
現
し
て
い
る
の
は
、
と
き
ど
き
の
状
況
に
応
じ
て
だ
さ
れ
る
法
令
の
数
女
で

あ
る
。
本
章
で
は
、
＝
二
、
四
世
紀
の
親
族
に
関
す
る
法
令
を
検
討
す
る
が
、
そ
の
中
で
こ
そ
、
実
際
に
有
用
な
親
族
集
団
の
範
囲
及
び
種
類

も
浮
か
び
上
が
っ
て
こ
よ
う
。
な
お
M
C
記
録
は
一
三
〇
〇
年
ま
で
し
か
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
の
で
不
十
分
さ
は
免
れ
な
い
が
、
そ
れ
以
降
は

二
次
文
献
や
他
の
刊
行
史
料
で
で
き
る
だ
け
補
っ
て
い
き
た
い
。

　
ま
ず
は
次
の
法
令
を
見
て
み
よ
う
。
「
自
分
自
身
、
父
、
母
、
妻
、
息
子
、
あ
る
い
は
兄
弟
の
病
気
の
場
合
に
限
り
、
大
使
の
職
を
拒
絶
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

る
こ
と
が
で
き
る
。
1
＝
一
八
六
年
」
「
今
後
ク
レ
タ
総
督
と
そ
の
補
佐
官
は
息
子
、
兄
弟
、
も
し
分
か
た
れ
て
な
け
れ
ば
甥
を
、
一
緒
に
伴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

っ
て
い
っ
た
り
傍
に
置
い
た
り
す
べ
き
で
は
な
く
、
ま
た
そ
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
、
と
い
う
法
令
が
M
C
で
通
る
。
i
＝
一
五
八
年
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

前
老
か
ら
、
家
族
が
本
人
の
政
治
活
動
に
か
か
わ
る
程
重
要
だ
と
法
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
一
方
で
後
者
の
よ
う
に
、

本
人
に
と
っ
て
重
要
な
家
族
を
、
い
や
重
要
だ
か
ら
こ
そ
引
き
離
そ
う
と
い
う
傾
向
も
あ
る
。
一
三
〇
〇
年
同
じ
よ
う
な
法
令
が
全
ロ
マ
ニ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
④

行
政
官
に
適
用
さ
れ
た
。
先
に
見
た
よ
う
に
近
親
は
商
売
仲
間
で
あ
り
、
彼
ら
が
行
政
官
に
い
る
と
必
ず
や
自
分
の
商
売
の
便
宜
を
計
っ
て
も

ら
う
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
の
法
令
な
の
で
あ
る
。
ま
た
＝
一
二
四
年
忌
法
令
は
、
ク
レ
タ
総
督
と
補
佐
官
が
特
別
の
裁
判
を
行
う

と
き
出
席
と
同
意
を
求
め
ら
れ
る
一
人
の
会
計
官
が
、
し
ば
し
ば
総
督
や
補
佐
官
の
親
族
で
あ
る
と
不
満
を
表
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
今
後
こ
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の
よ
う
な
こ
と
は
決
し
て
繰
り
返
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
も
し
三
人
の
会
計
官
が
三
人
と
も
総
督
か
補
佐
官
の
親
族
な
ら
、
裁
判
は
会
計
官
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

で
や
る
よ
う
に
、
と
求
め
て
い
る
。
こ
の
例
は
親
族
が
政
治
に
お
け
る
有
力
な
パ
…
ト
ナ
ー
で
あ
る
こ
と
を
い
み
じ
く
も
表
し
て
い
る
で
あ
ろ

う
。
会
計
官
が
総
督
の
親
族
で
あ
る
場
合
裁
判
に
参
加
で
き
な
い
の
は
、
親
族
で
あ
る
会
計
官
の
票
は
独
立
し
た
意
志
を
も
た
ず
総
督
の
票
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
ク
レ
タ
の
総
督
や
補
佐
官
に
島
の
現
役
地
方
長
官
の
親
族
が
選
ば
れ
、
聞
題
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
か
く

し
て
家
族
、
親
族
が
実
際
の
政
治
活
動
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
だ
が
、
そ
の
親
族
の
範
囲
と
い
う
の
は
こ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

に
登
場
し
た
親
子
、
兄
弟
、
お
じ
甥
以
外
の
関
係
に
も
拡
大
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
単
な
る
家
族
よ
り
広
範
囲
の
親
族
集
団
を
表
し
う

み
0
2
ω
9
葺
2
顧
。
δ
ρ
。
・
け
一
興
・
。
“
賢
。
℃
言
ρ
二
等
の
語
を
含
む
法
令
を
次
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
な
お
前
掛
者
は
主
に
男
系
出
自
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

団
を
、
最
後
の
も
の
は
親
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
ま
ず
。
ρ
ω
夕
。
ρ
ω
緯
ρ
（
o
ρ
属
㊤
山
ρ
）
の
略
で
あ
る
＄
、
（
。
冨
）
が
含
ま
れ
た
法
令
だ
が
、
「
ヴ
ィ
ダ
ル
家
の
路
讐
σ
q
ゆ
α
Φ
O
騨
≦
α
巴
」
「
ボ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

一
二
家
と
ジ
ュ
ス
ト
家
の
家
の
そ
ぼ
。
貯
o
ρ
畠
。
日
o
H
ロ
日
山
①
O
簿
勺
巳
㊤
巳
。
什
○
僧
回
葺
け
。
」
「
ト
ロ
ン
家
の
船
⇒
9
≦
ω
鳥
Φ
O
げ
p
6
暑
8
」
「
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ロ
シ
ー
二
家
と
ミ
キ
エ
ル
家
の
そ
の
貴
族
達
葺
即
き
三
岡
①
ω
α
①
O
げ
ρ
鼠
㊤
謹
o
o
①
き
簿
甑
Φ
O
び
9
冒
8
げ
斜
。
こ
な
ど
あ
ま
り
政
治
社
会
に
関

わ
り
の
あ
り
そ
う
な
表
現
は
み
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
諸
家
と
い
う
の
が
ど
の
程
度
の
範
囲
を
さ
し
て
い
る
の
か
も
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
が
、
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

街
区
が
回
り
持
ち
で
行
う
マ
リ
ア
の
祭
り
の
資
金
担
当
者
に
つ
い
て
定
め
た
次
の
法
令
は
、
少
し
摺
を
引
く
。
「
子
供
と
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア

に
行
っ
て
い
る
ア
ン
ド
レ
ア
・
ロ
レ
ダ
ン
を
除
い
て
、
こ
の
街
区
に
財
産
を
持
ち
住
ん
で
い
る
全
て
の
ロ
レ
ダ
ン
家
の
男
性
は
、
」
ニ
グ
ロ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

シ
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
。
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
上
か
ら
資
金
担
当
を
強
制
し
た
法
令
で
あ
る
こ
と
、
　
マ
リ
ア
の
祭
り
は
基
本
的
に
街

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

区
の
祭
り
で
こ
の
時
他
に
当
該
街
区
の
ド
ル
フ
ィ
ン
家
と
ミ
キ
エ
ル
家
も
一
緒
に
資
金
を
負
担
し
て
い
る
こ
と
、
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
法
令

か
ら
親
族
の
相
互
協
力
範
囲
を
推
察
す
る
の
は
行
き
す
ぎ
で
あ
ろ
う
。

　
次
は
。
。
。
冨
砕
2
鷲
○
ざ
ω
等
を
含
む
法
令
だ
が
、
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
あ
る
役
職
に
つ
く
人
数
の
制
限
規
定
と
し
て
表
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ア
ル
ト
や
壇
局
の
役
人
は
ロ
津
ω
9
馨
p
や
嘆
。
℃
ぎ
ρ
三
か
ら
選
ば
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
十
人
委
員
会
は
箕
。
δ
ω
に
つ
き
一
人
以
下
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⑯

と
決
ま
っ
て
い
た
。
ま
た
一
一
一
七
九
年
十
月
一
六
日
セ
ナ
ー
ト
（
六
十
名
）
に
は
琵
ρ
ω
。
一
日
目
か
ら
三
人
以
上
選
ぼ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

規
定
の
確
認
が
行
わ
れ
て
い
る
。
　
こ
の
人
数
は
セ
ナ
ー
ト
自
体
の
人
数
増
加
も
あ
っ
て
、
の
ち
ω
葺
℃
ω
に
つ
き
五
名
ま
で
に
拡
大
さ
れ
た
。

で
は
こ
の
よ
う
に
出
自
集
団
に
よ
っ
て
人
数
制
限
す
る
背
景
に
は
い
か
な
る
現
実
が
あ
っ
た
の
か
。
勿
論
、
こ
れ
ら
の
語
で
表
さ
れ
る
集
団
か

ら
多
く
の
人
が
選
ば
れ
れ
ば
そ
の
集
団
の
利
害
が
政
治
に
反
嫁
す
る
、
と
い
う
危
惧
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
注
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
あ
る
集
団
の
力
を
危
惧
す
る
と
い
う
こ
と
と
実
際
に
そ
の
集
団
が
力
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
は
違
う
と
い
う
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

と
で
あ
る
。
折
し
も
中
小
都
市
で
は
有
力
な
家
が
憎
主
と
し
て
市
政
を
握
り
始
め
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
貴
族
と
て
周
辺
都
市
の
そ
の
よ
う
な
動
き

に
敏
感
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
他
都
市
の
動
き
に
鑑
み
て
、
予
防
措
置
と
し
て
こ
の
よ
う
な
制
限
法
令
を
作
っ
た
可
能
性

も
あ
る
。
よ
っ
て
、
ω
o
歩
卵
や
鷲
。
δ
ω
が
い
か
な
る
範
囲
の
親
族
を
指
し
て
い
る
に
せ
よ
、
こ
の
法
令
の
み
か
ら
、
こ
れ
ら
の
語
で
表
さ
れ

る
出
自
集
団
が
日
頃
の
政
治
活
動
に
お
い
て
協
力
体
制
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
し
こ
れ
ら
の
集
団
が
実
際
の
政
治
活
動
で
重

要
な
単
位
ゆ
え
人
数
が
細
砂
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
、
ω
9
馨
P
嘆
。
竃
ω
は
自
ず
と
他
の
史
料
で
も
協
力
が
裏
付
け
ら
れ
る
範
囲
の
親
族
に
限
定

さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
以
上
こ
の
法
令
に
拘
る
こ
と
は
や
め
て
、
次
の
考
察
に
移
る
こ
と
に
す
る
。

　
＝
一
六
〇
年
M
C
は
「
法
令
が
議
会
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
き
、
そ
の
件
が
影
響
を
及
ぼ
す
人
女
の
親
族
鷺
○
覧
p
ゆ
鼠
は
議
会
か
ら
出
て
い

　
　
⑳

く
こ
と
」
と
い
う
決
議
を
通
過
さ
せ
た
。
詳
し
い
条
文
に
よ
る
と
「
彼
の
頸
巳
＄
の
す
べ
て
と
、
属
。
℃
言
ρ
呈
す
な
わ
ち
血
縁
の
兄
弟
、
兄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

弟
あ
る
い
は
姉
妹
の
息
子
で
あ
る
と
こ
ろ
の
甥
、
義
父
と
娘
婿
、
お
じ
す
な
わ
ち
父
か
母
の
兄
弟
、
，
義
理
の
兄
弟
」
が
議
場
か
ら
出
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
と
あ
る
。
こ
こ
で
ま
た
鷺
9
Φ
。
・
が
登
場
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
続
く
箕
。
℃
ぎ
ぬ
鉦
の
定
義
と
照
ら
し
あ
わ
せ
れ
ば
直
系
血
族
程

度
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
彼
ら
親
族
は
候
補
着
の
中
か
ら
コ
ム
ー
ネ
の
役
職
の
当
選
者
を
決
定
す
る
投
票
に
お
い
て
も
、
議
場
か
ら
出
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
か
く
し
て
上
述
の
範
囲
の
親
族
は
、
あ
る
人
間
に
直
接
か
か
わ
る
問
題
が
扱
わ
れ
た
と
き
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
く
彼

の
た
め
に
結
束
す
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
た
集
団
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
議
会
か
ら
排
除
さ
れ
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
っ
た
。

し
か
し
普
通
一
般
の
法
令
を
通
す
と
き
は
、
彼
ら
は
み
な
議
場
に
い
て
投
票
に
参
加
す
る
わ
け
だ
か
ら
、
彼
ら
が
結
束
し
て
自
分
た
ち
の
利
益
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⑳

を
追
求
す
る
こ
と
は
十
分
あ
る
。
特
に
、
遠
方
の
大
使
に
自
分
た
ち
の
親
族
が
選
ば
れ
な
い
よ
う
に
、
あ
る
い
は
反
対
に
高
給
官
職
に
親
族
が

　
　
　
　
　
　
㊧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

選
ば
れ
る
よ
う
に
、
彼
ら
が
中
心
に
な
っ
て
他
の
貴
族
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
頻
繁
に
行
わ
れ
た
。
こ
う
し
て
先
に
み
た
三
親
等
内
の
血
族
に

加
え
て
、
若
干
の
姻
族
を
も
含
む
親
族
集
団
が
、
日
々
の
政
治
活
動
で
行
動
を
と
も
に
す
る
様
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
彼
ら
が
こ
の
よ
う
な
範
囲
の
親
族
を
政
治
上
の
有
力
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
範
囲
の
親
族
を
早
く
M
C
に

加
え
よ
う
と
尽
力
し
た
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
十
四
世
紀
初
に
工
十
五
歳
以
上
の
貴
族
の
嫡
出
子
が
M
C
の
メ
ン
バ
ー
に
な
る
と
定
め
ら
れ
た

が
、
少
な
く
と
も
十
八
歳
に
達
し
て
い
る
若
者
は
、
聖
バ
ル
バ
ラ
の
日
に
行
わ
れ
る
く
じ
に
あ
た
れ
ば
、
規
定
よ
り
早
く
M
C
の
メ
ソ
パ
ー
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動

な
る
こ
と
が
で
き
た
。
選
球
く
じ
¢
σ
巴
鑓
息
、
9
0
と
呼
ば
れ
る
こ
の
行
為
は
一
三
一
九
年
に
始
ま
り
、
多
く
の
貴
族
が
利
用
す
る
こ
と
に
な

る
。
一
四
一
四
年
に
は
手
続
き
が
整
備
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
応
募
者
は
貴
族
の
生
ま
れ
、
す
な
わ
ち
M
C
の
現
メ
ソ
パ
ー
で
あ
る
か
メ
ン

バ
ー
で
あ
っ
た
父
の
嫡
出
子
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
の
黒
球
く
じ
へ
の
申
請
は
原
則
的
に
は
父
が
行
う
が
、
も
し
父
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に

不
在
か
死
亡
し
て
い
る
場
合
は
、
一
人
か
二
人
の
親
族
に
よ
っ
て
申
請
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
他
に
保
証
人
が
つ
く
こ
と
も
あ
る
。
申
請

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
行
わ
れ
る
と
法
務
官
が
応
募
者
の
資
格
審
査
を
行
い
、
年
令
や
生
ま
れ
に
偽
り
が
あ
れ
ば
罰
金
が
課
さ
れ
た
。
さ
て
、
こ
の
申
請
者
や
保
証

人
に
ど
の
よ
う
な
親
族
が
多
く
登
場
す
る
か
に
よ
っ
て
、
我
女
は
政
治
的
に
利
害
を
共
に
す
る
人
々
の
析
出
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ホ
イ
ナ
ツ

キ
は
一
九
八
五
年
の
論
文
で
一
四
〇
八
～
一
四
九
七
年
の
十
六
ク
ラ
ン
、
一
〇
六
五
人
の
金
割
く
じ
の
記
録
に
つ
い
て
、
申
請
者
や
保
証
人
と

本
人
の
続
柄
を
調
べ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
父
以
外
に
半
数
弱
の
親
族
が
申
請
者
や
保
証
人
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
多
い
順
に
、

父
方
の
親
族
三
一
・
九
％
、
母
親
三
〇
・
九
、
兄
弟
一
〇
・
八
、
母
方
の
親
族
八
・
二
、
そ
の
他
一
八
・
二
（
以
上
計
百
％
）
で
、
父
方
母
方
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

も
お
じ
の
役
割
が
大
き
か
っ
た
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は
本
人
と
の
続
柄
が
不
明
瞭
な
場
合
が
多
い
が
、
わ
か
る
範
囲
で
は
た
い
て
い
応
募
者
の

姻
族
で
あ
る
。
次
に
具
体
的
な
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
、
ラ
ン
ド
家
の
例
を
見
て
み
よ
う
（
表
③
参
照
）
。
　
一
四
三
九
年
マ
リ
ノ
の
長
男
ジ

ロ
ラ
モ
は
三
男
ヴ
ィ
タ
ー
レ
の
保
証
人
に
な
り
、
後
者
は
一
四
六
五
年
前
者
の
息
子
つ
ま
り
彼
の
甥
ピ
エ
ロ
の
申
請
者
に
な
っ
た
。
ま
た
次
男

ア
ル
ヴ
ィ
ー
ゼ
の
息
子
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
保
証
人
に
は
、
ジ
ロ
ラ
モ
の
息
子
で
応
募
者
本
人
に
は
従
兄
に
あ
た
る
ピ
エ
ロ
が
な
っ
て
い
る
。
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、

表③

Marino　di　Vitale　Lando

Giovanni

R．　1441

＠Piero
　R．　1480

（保証人　②）

　　　t

＠Vitale

　R．　1439

（保証人　①）

　　　E

Frances¢o
R．　1475

（保証人　②）

Rは大評議会に登録された年

（）はそのときの申請者，保証人

no
］

i

＠）

　　　　E
　　＠Alvise
　　　R．　1438

（申請者　姉妹の夫）

　　　　l

　　Francesco
　　R．　1474

（臨鑛翻
1

　Marco
　R．　1496

（申請者　母の兄弟）

＠Girolamo
　R．　1436

＠Piero
　R．　1465

（申請者　③）

Girolamo

R．　1493

（申請者　⑤）

表⑧

Francesco
Morosini

＠Paolo

Antonio　da　Mula

　　　　　］

Franceshinai
a
I
C
l

Giovanni
　　　　’

Francesco

　　1　　　　［
＠Piero　＠Lorenzo
　R．　1442

　（①，④保）

　表示方法は表③と同じ

㎞
o

　
㎝
4
7
劇

i
m
1
③

　
　
　
　
コ
く

　
D
R

職
劇

i
磁
ほ
⑫

　
A
R

　　　］
　　Benede七七〇

　　　　
　　Piero
　　　l
　l　　　I
Angero　Girolamo
R．1484　R．1486
（申一両者の’母の兄弟）

表
を
参
照
す
れ
ば
兄
弟
、
お
じ
、
従
兄
な
ど
が
保
証

人
や
申
請
者
と
し
て
活
躍
す
る
様
が
よ
く
わ
か
る
で

あ
ろ
う
。
さ
ら
に
ア
ル
ヴ
ィ
ー
ゼ
が
一
四
三
八
年
金

球
く
じ
に
応
募
し
た
と
き
の
申
請
者
は
義
理
の
兄
弟

（
姉
妹
の
夫
）
マ
ル
コ
・
カ
ペ
ッ
ロ
で
あ
っ
た
。
　
ア
ル

ヴ
ィ
ー
ゼ
の
息
子
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
申
請
者
に
も
、

母
方
の
お
じ
と
共
に
義
理
の
兄
弟
が
登
場
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
姻
族
の
役
割
は
他
に
も
見
ら
れ
（
表
④

参
照
）
、
と
り
わ
け
義
理
の
兄
弟
の
重
要
性
が
確
認
で

　
　
　
　
　
⑫

き
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
M
C
に
加
入
す
る
た
め
の

申
請
者
や
保
証
人
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
の
人

が
本
人
に
と
っ
て
持
つ
意
味
は
大
き
く
、
彼
ら
が
実

際
の
政
治
の
場
で
協
力
し
あ
う
こ
と
も
大
い
に
あ
り

う
る
。
一
四
世
紀
の
金
球
く
じ
の
実
例
は
殆
ど
史
料

に
残
っ
て
い
な
い
の
で
、
時
代
の
ず
れ
は
否
め
な
い

が
、
一
三
五
六
年
十
八
歳
に
達
し
て
い
な
い
者
が
応

募
し
た
場
合
罰
金
を
課
す
と
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
、
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
で
既
に
金
球
く

じ
の
応
募
者
が
か
な
り
存
在
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
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い
よ
う
。
ま
た
一
四
一
四
年
の
手
続
き
上
の
整
備
は
、
従
来
の
く
じ
の
申
講
者
に
何
ら
か
の
問
題
が
あ
っ
た
か
ら
行
な
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

単
に
M
C
の
メ
ン
バ
ー
を
明
確
に
す
る
た
め
従
来
の
慣
習
の
記
録
化
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
一
四
一
四
年
に
「
ひ
と
り
か
二

人
の
親
族
箕
。
覧
£
巳
に
よ
っ
て
」
申
請
さ
れ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
以
前
の
敷
治
生
活
で
既
に
、
姻
族
を
含
む
親
族
（
即
ち

唱
。
喩
呂
巳
で
表
さ
れ
る
親
族
集
団
）
の
重
要
性
が
認
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
も
取
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
リ

　
か
く
し
て
、
実
際
の
政
治
活
動
で
の
相
互
協
力
単
位
と
し
て
三
、
四
親
等
程
度
の
血
族
と
二
親
等
程
度
の
姻
族
か
ら
な
る
親
族
集
団
が
重
要

な
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
も
し
も
先
に
取
り
上
げ
た
ω
乱
舞
劃
暇
。
歴
ω
等
が
実
際
の
政
治
活
動
で
利
害
を
共
に
す
る
出
自
集
団
で
あ
る

な
ら
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
こ
の
親
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
す
る
男
系
血
族
の
部
分
を
占
め
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
ク
ィ
リ
ー
ニ
ー
テ
ィ
エ
ポ

ロ
の
乱
で
反
乱
の
中
心
に
な
っ
た
＄
ヨ
空
域
と
い
う
の
も
、
固
ま
っ
て
住
ん
で
い
る
可
能
性
が
強
い
と
さ
れ
た
範
囲
の
親
族
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
議
論
を
思
い
起
せ
ば
お
お
よ
そ
こ
の
範
囲
の
血
族
に
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
貴
族
の
具
体
的
政
治
社
会
生
活
で
重
要
な

親
族
集
団
と
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
比
較
的
小
規
模
の
、
し
か
も
姻
族
や
母
・
姉
妹
を
通
じ
た
血
族
を
も
含
む
集
団
な
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
ま
で
考
察
し
た
と
こ
ろ
で
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
貴
族
の
結
束
と
い
う
最
初
の
問
題
に
戻
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
は
、
ク
ラ

ン
で
は
な
く
親
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
つ
く
も
っ
と
小
さ
な
集
団
が
実
際
の
政
治
活
動
で
重
要
で
あ
っ
た
。
ク
ラ
ン
は
、
家
リ
ス
ト
の
存
在

や
反
乱
後
の
一
部
の
処
置
が
示
す
よ
う
に
親
族
関
係
の
最
大
範
瞬
と
し
て
観
念
的
に
存
在
す
る
に
は
す
る
が
、
コ
ム
ー
ネ
に
対
し
て
自
己
の
利

益
を
主
張
し
う
る
貴
族
の
集
団
は
、
こ
の
よ
う
に
非
常
に
小
さ
く
弱
い
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
前
章
の
議
論
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
れ

で
は
、
大
規
模
な
権
力
争
い
は
起
こ
り
に
く
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
集
団
に
は
姻
族
や
女
系
血
族
が
含
ま
れ
、
ヴ
｝
【
ネ
ツ
ィ
ア
貴
族
は
様
女
な
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ラ
ソ
と
姻
戚
関
係
を
結
ん
で
い
た
。
例
え
ば
モ
チ
ニ
ニ
ー
ゴ
家
は
五
六
の
結
婚
で
瓢
一
四
ク
ラ
ン
と
、
モ
ロ
シ
ー
二
家
は
二
四
〇
の
結
婚
で
七
〇

ク
ラ
ン
と
関
係
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
小
集
団
は
複
雑
か
つ
重
層
的
に
結
び
あ
い
、
様
肉
な
家
族
を
伸
縮
自
在
の
一
枚
の
布
へ
と
織

り
上
げ
る
の
に
役
立
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
勿
論
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
で
も
和
平
の
た
め
に
敵
対
す
る
ク
ラ
ン
が
姻
戚
関
係
を
持
つ
こ
と
は
あ
っ

鐙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

た
。
し
か
し
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
に
お
け
る
ク
ラ
ン
の
強
さ
と
、
土
地
売
買
に
三
親
等
内
の
男
系
血
族
の
優
先
権
を
認
め
る
な
ど
の
男
系
の
強
さ
は
、
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⑳

姻
族
が
ど
こ
ま
で
政
治
活
動
に
お
い
て
重
要
性
を
持
っ
て
い
た
か
、
疑
問
を
抱
か
せ
る
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
貴
族
に
お
け
る
門
閥
闘
争
の
欠
如
、

も
っ
と
言
え
ば
結
束
は
、
ク
ラ
ン
内
部
の
結
合
力
の
弱
さ
と
、
親
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
び
つ
く
流
動
的
な
小
集
団
が
実
際
の
政
治
活
動
で
重
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要
な
こ
と
に
帰
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

①
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℃
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℃
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．
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仲
冨
謎
営
O
§
ω
一
ぎ
言
鉱
〇
二
。
け
o
a
ぎ
p
2
ヨ
碧
＆
α
。

　
O
O
梓
①
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①
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⑦
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＜
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瓢
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③
他
に
も
委
員
会
を
欠
勤
す
る
と
き
の
合
法
的
な
理
由
と
し
て
本
人
や
家
族
の
病

　
気
、
結
婚
式
、
葬
式
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
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・
国
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ρ
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⑦
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罫
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篭
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④
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．
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．
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．
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⑥
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鐵
ユ
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ゆ
遷
り
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⑦
　
ケ
ン
ト
に
よ
れ
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単
な
る
家
族
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越
え
た
大
き
な
親
族
組
織
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示
す
語
と
し
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イ
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で
は
。
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鼠
韓
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ω
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鷲
。
α
q
①
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亀
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史
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．
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⇔
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＜
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①
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①
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①
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鱒
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①
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窃
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㊤
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．

⑧
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．
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⑪
O
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薦
、
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誉
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〈
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ド
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ヨ
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卜
。
卜
。
．

⑫
マ
リ
ア
の
祭
り
は
一
月
二
五
日
に
始
ま
り
聖
望
遠
に
終
わ
る
祭
り
で
、
海
賊
に

　
さ
ら
わ
れ
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
人
の
女
性
を
取
り
戻
し
た
こ
と
を
祝
う
た
め
の
も
の

　
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
祭
り
は
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
フ
ォ
ル
モ
ー
ザ
教
会
と
二
つ

　
の
街
区
が
中
心
に
な
っ
て
行
い
、
資
金
の
責
任
は
そ
の
街
区
の
裕
福
な
貴
族
の
家

　
に
が
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
祭
り
は
キ
オ
ッ
ジ
ャ
戦
争
に
よ
る
財
政
難
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七

　
八
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廃
止
さ
れ
た
。
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．
．
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①
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。
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．
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①
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仲
①
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①
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①
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①
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瓢
　
〉
一
㊦
×
帥
コ
〇
二
9
　
一
一
げ
村
ゆ
o
o

　
費
。
ユ
。
。
一
ヨ
σ
q
『
o
器
。
暑
ヨ
・
、
、
G
§
亀
曳
ご
§
一
票
ひ
く
。
劉
も
。
、
コ
■
O
ω
O
．
（
＝
二
六
八

　
年
）
。

⑭
§
蹴
．

⑮
、
．
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仲
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①
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．
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．
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⑦
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．
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．
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台
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⊇
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－
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⑲
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－
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①
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℃
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①
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⑦
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鎮
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℃
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℃
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①
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℃
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⑦
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⑦
ひ
ロ
。
℃
O
け
。
ω
口
獄
』
か
，
p
仲
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＜
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♂
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①
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①
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固
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℃
■
◎
Q
P

＠
役
職
就
任
者
の
選
出
は
、
ま
ず
M
C
で
く
じ
に
よ
っ
て
数
名
の
指
名
委
員
を
選

　
ぶ
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
く
じ
と
い
う
の
は
順
番
に
定
数
個
の
金
玉
の
入
っ
た
壷
か

　
ら
玉
を
取
り
出
し
て
、
金
玉
を
引
い
た
人
が
指
名
委
員
と
な
る
の
で
あ
る
。
指
名

　
委
員
は
候
補
者
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
候
補
者
が
決
ま
る
と
M
C
の
メ
ン
バ
ー
が

　
そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
に
つ
い
て
養
成
か
反
対
か
の
票
を
投
じ
る
。
候
補
者
の
中
で

　
最
多
数
の
賛
成
票
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得
た
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選
者
と
な
る
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．
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の
資
格
調
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ら
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証
言
を
と
っ
た
り
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族
の
記
録
の
よ
う
な
も
の

　
を
提
出
さ
せ
た
り
し
た
と
思
わ
れ
る
。
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ル
ロ
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垂
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く
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行
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ヴ
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ペ
ッ
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官
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ら

　
れ
て
「
家
族
の
記
録
を
な
く
し
た
の
で
カ
ル
ロ
の
年
令
を
証
明
で
き
な
い
。
」
と
述

　
べ
て
い
る
。
い
ρ
毒
℃
§
マ
亀
計
℃
．
一
ト
σ
Φ
h

⑳
o
。
・
Ω
互
奉
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貫
、
．
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℃
目
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・
、
、
℃
署
b
ミ
ふ
P

⑫
　
＆
ミ
こ
℃
℃
9
卜
。
O
。
。
ふ
S
な
お
、
彼
は
こ
の
論
文
で
母
系
、
姻
族
の
重
要
性
を
強

　
漏
し
て
は
い
る
が
、
親
族
集
団
と
し
て
の
考
察
は
行
な
っ
て
い
な
い
。
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弟
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妹
を
ラ
イ
ヴ
ァ
ル
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エ
ン
ブ
リ
オ
ー
ネ
家
に
嫁
が
せ
て
い
た
が
、
ま
も
な
く
彼
女

　
を
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に
連
れ
戻
し
、
そ
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落
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ぐ
に
彼
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夫
ニ
コ
ロ
・
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ン
ブ
リ
オ
ー
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お
　
わ
　
り
　
に

　
本
稿
で
は
貴
族
の
結
束
と
い
う
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
特
徴
を
貴
族
の
親
族
集
団
の
在
り
方
か
ら
説
明
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
ク
ラ

ソ
の
結
合
力
の
弱
さ
と
、
実
際
の
政
治
活
動
で
重
要
な
単
位
は
親
族
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
小
集
団
で
あ
る
こ
と
が
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
貴
族
を

し
て
家
ど
う
し
の
門
閥
闘
争
に
い
た
ら
し
め
な
か
っ
た
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
い
う
結
論
が
得
ら
れ
た
。
ク
ラ
ソ
の
結
合
力
が
弱
け
れ
ば
こ
そ

反
乱
は
大
規
模
な
市
内
闘
争
に
発
展
し
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
同
時
に
姻
族
を
も
含
む
親
族
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
ク
が
さ
ま
ざ
ま
な
家
族
を
流
動
的
・

重
層
的
に
結
び
つ
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
も
と
よ
り
あ
る
社
会
に
お
け
る
親
族
の
在
り
方
は
そ
の
社
会
の
政
治
経
済
状
況
に
大
き
く
影
響
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
本
来
親
族
集
団
の
特

徴
と
政
治
は
相
互
依
存
関
係
に
あ
る
。
一
一
、
二
世
紀
来
の
コ
ム
ー
ネ
の
政
策
や
後
背
地
の
不
在
が
、
親
族
集
団
の
在
り
方
に
影
響
を
与
え
て

き
た
、
と
い
う
側
面
も
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
本
稿
は
政
治
社
会
と
親
族
の
相
互
作
用
の
一
面
を
詳
ら
か
に
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、

本
稿
の
考
察
及
び
結
果
か
ら
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
展
望
も
得
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
冒
頭
で
「
イ
タ
リ
ア
で
は
家
族
の
結
合
力
が
強
い
」
と
い
う
エ
ー
ル
ス
の
言
葉
を
引
用
し
た
が
、
こ
の
時
彼
の
頭
に
あ
っ
た
の
は
ジ
ニ
ノ
ヴ

ァ
の
ア
ル
ベ
ル
ゴ
や
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
コ
ン
ソ
ル
テ
リ
ア
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
は
親
族
の
絆
は
あ
っ
て
も
そ
れ
が
ク
ラ
ン



全
体
を
ひ
と
つ
に
凝
集
さ
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
本
稿
で
示
し
た
よ
う
に
、
親
族
関
係
を
軸
と
す
る
集
団
に
は
様
々
な
も
の
が
あ
り
、
規
模
も

機
能
も
異
な
る
。
そ
れ
故
「
家
族
の
結
舎
力
」
の
実
態
を
よ
り
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
と
政
治
社
会
の
関
係
を
探
る
こ
と
が
、
各
都
市
国
家
の
性

格
の
よ
り
豊
か
な
把
握
に
つ
な
が
る
と
い
え
よ
う
。

（
京
都
大
学
大
学
院
生

都宿国家ヴェネッィァにおける貴族の親族集団（商田）
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The　Kinship　Group　of　the　Nobility　in　the

　　　　　　　　　　　Venetian　City－State

by

TAI〈ADA　Keiko

　　Thirteenth　and　fOurteenth－century　ltalian　cities　were　often　plagued　by

political　disorder，　but　among　them，　there　was　one　city　which　waS　free

of　strife　amongst　the　nobility　and　showed　a　remarkable　degree’　of　politicai

stability．・　That　was　Venicei　in　this　article，　1　try　to　explain　why　this

was　’唐潤@from　the・viewpoint　of’　kinship　relatlon　or　‘family’，　which　was

gerierally　impOrtant　for　the　ltalian　upper－class　citizens．　First，　examining

the　residential　distribution　of　the　nobility，　1　wili　cali　the　former　analysis

of　the　Venetian　noble　‘　fami1y　’　into　question，　and　present　my　own　analysis．

Secondiy，　through　scrutinizing　the　’Quirini－Tiepolo　rebellion，　which　is

usually　refered　to　in　the　1iterature　as・　the　Quirini－Tiepolo　Conspiracy，　we

can　understancl　the　relation　between　the　degree　of　internal　solidarity　of

the　Venetian　noble　‘　family　’　（　＝clan）　and　the　lack　of　civil　strife．　’　Finally，

by　the　study　of　decrees，　we　consider　what’　1〈lnd　and　what　range　of

kinship　was　effective　in　daily　political　activity　and　how　this　effective－

ness　was　connected　to　the　unity　of　the　nobility．　My　conclusion　is　the

following：　the　feeble　solidari’ty　of　the　clan，　together　with　the　impor－

tance　of　small　groups　tied　by　kinship　networks　in　dai！y　political　activity，

contributed　to　1〈eep　the　Venetian　nobility　from　civil　strife　and・　political

dlsorder．
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